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今月の表紙 千葉市美術館　展覧会情報
今月の表紙は、板倉鼎（かなえ）の《垣根
の前の少女》です。
板倉鼎（1901-1929）は1925年に妻の
須美子と渡仏。パリでは齋藤豊作や岡鹿之助
ら画家と親しみ、アカデミー・ランソンでロ
ジェ・ビシエールに学びます。徐々にそれま
での穏やかな写実的スタイルから鮮烈な色彩
による詩的な構成へ新境地を拓きました。本
作は、1927年８月に制作された作品です。
土地の少女をモデルに、朝から晩まで一心不
乱に描き続けた意欲作だったことが、須美子
から鼎の妹・弘子に宛てた手紙に記されてい
ます。（「板倉鼎・須美子展」にて展示中）

板倉鼎《垣根の前の少女》1927年　油彩、カンヴァス　千葉市美術館蔵（神﨑眞子・板倉剛氏寄贈）

〈会報誌電子版〉 〈LINE〉

〒260-0013 千葉市中央区中央3-10-8
☎043-221-2311
URL https://www.ccma-net.jp
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板倉鼎
かなえ

・須美子展
洋画家の板倉鼎は幼い頃より松戸市に過ごし、旧制千葉中学校
で堀江正章に学び、東京美術学校在学中に帝展へ入選。25歳
のときに妻・須美子とともにハワイ経由でパリへ留学し、とも
にサロン・ドートンヌに入選するなど精力的に制作を行います
が、鼎は28歳、須美子は25歳で早世し、その独創的な作品は
評価の機会を逸していました。本展では近年再評価の機運高ま
る二人の作品世界の全貌をご紹介します。

会　期：㆕月⓺日㈯〜⓺月16日㈰
休室日：㆕月15日㈪、⓹月柒日㈫、20日㈪、⓺月叅日㈪
　　　　※⓹月柒日㈫、⓺月叅日㈪は全館休館
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玉
井 

利
昭 

氏

フ
ジ
セ
イ
コ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

ライフライン支える管工機材を網羅する卸売商社
創業75年を越えて地域密着で成長を期す

～社員一丸となりブレイクスルーで前向きに～

1948年に創業し、管工機材、住宅設備機器、建築資材の総
合卸売商社として歴史を重ね、昨年創業75周年を迎えたフジ
セイコー株式会社。地域密着企業としてさらなる成長を目指
す玉井利昭社長にお話を伺いました。

玉井 利昭 氏　Profile
たまい・としあき／1967年、佐原市（現香取市）出身。成田市内
の企業に就職。その後、株式会社不二精工（当時）入社、佐原営業
所勤務。1996年、同営業所長。2017年、同社の代表取締役社
長に就任。

経営談話室
Vol.229

経営談話室

「
物
を
売
る
前
に
名
前
を
売
れ
」

営
業
畑
で
仕
事
を
覚
え
る

当
社
は
昨
年
、
創
業
75
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
現
会
長
で
あ
る
清
田
浩
義
氏
の
父
、
義

一
氏
が
市
川
市
鬼
越
で
水
道
用
配
管
材
料
の

製
造
販
売
業
を
始
め
、
そ
の
後
、
本
社
を
千

葉
市
に
移
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は
佐
原
の
出
身
。
成
田
市
の
企
業
へ
の

勤
務
を
経
て
、縁
あ
っ
て
当
社
に
入
社
、佐
原

営
業
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
は
、水
道

管
工
機
材
を
は
じ
め
住
宅
設
備
機
器
、
建
築

資
材
な
ど
、
と
に
か
く
幅
広
い
商
品
を
扱
う

卸
売
商
社
で
、
シ
ス
テ
ム
上
に
登
録
さ
れ
た

取
扱
い
商
品
は
３
万
点
超
。
仕
入
れ
先
も
数

百
社
、
そ
の
各
社
が
ど
ん
ど
ん
新
商
品
を
開

発
し
ま
す
。
私
は
入
社
１
年
ほ
ど
で
営
業
部

門
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
上
司
の
「
物

を
売
る
前
に
名
前
を
売
れ
」
と
い
う
言
葉
が
、

今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
商
品
が
ま

だ
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
名
刺
を
お
出
し

し
て
自
分
の
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
。
最
初
の
う
ち
は
、
お
客
さ

ま
の
現
場
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
、
お
客
さ

ま
に
商
品
の
使
い
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
仕
事
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
顧
客
を
助
け
た
い

社
員
は
家
族
、
お
客
さ
ま
は
親
戚

ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
景
気
の
頃
で
、
私
も
日

付
が
変
わ
る
前
に
帰
宅
で
き
る
こ
と
は
、
ま

ず
な
か
っ
た
で
す
ね
。
み
ん
な
が
そ
う
い
う

働
き
方
を
し
て
い
た
時
代
で
す
。
会
社
に
対

し
て
い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

や
は
り
困
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
を
助
け
た
い

一
心
で
、仕
事
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
地

域
密
着
で
ロ
ー
カ
ル
な
現
場
で
す
か
ら
、
例

え
ば
お
邪
魔
す
る
と
、
私
の
ぶ
ん
ま
で
食
事

を
用
意
し
て
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
、
家
族

的
な
信
頼
関
係
を
築
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。
そ
れ
は
現
在
も
続
い
て
い
て
、
会
長
の

言
葉
を
借
り
る
と
「
社
員
は
家
族
、
お
客
さ

ま
は
親
戚
」
な
ん
で
す
。

当
社
が
扱
う
商
材
は
、
水
廻
り
や
熱
源

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
わ
り
、
緊
急
性
が

高
い
現
場
が
多
く
、
当
社
は
数
多
く
の
メ
ー

カ
ー
の
商
品
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
客
さ
ま
に
ス
ト
ッ
ク
が
な
け
れ
ば
す
ぐ
お

声
が
か
か
り
ま
す
。
私
が
入
社
直
後
は
携
帯

電
話
も
普
及
し
て
お
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
ポ
ケ

ベ
ル
。
名
刺
の
裏
に
は
自
宅
の
固
定
電
話
の

番
号
と
、「
日
曜
、
祝
日
に
困
っ
た
ら
お
電
話

く
だ
さ
い
」
と
書
き
添
え
て
い
ま
し
た
。

思
い
が
け
ず
社
長
に
就
任

次
世
代
に
バ
ト
ン
渡
す
の
が
使
命

そ
の
後
、
29
歳
で
佐
原
営
業
所
の
所
長
に

抜
擢
さ
れ
、42
歳
ま
で
営
業
ひ
と
筋
。
や
が
て

本
社
の
営
業
推
進
部
、
管
理
部
を
経
て
、
あ

る
日
突
然
、
当
時
の
社
長
（
現
会
長
）
か
ら

「
次
の
社
長
を
お
願
い
し
た
い
」
と
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。
当
社
は
、
創
業
者
の
ご
子
息
で

あ
る
現
会
長
が
２
代
目
の
同
族
企
業
で
し
た

し
、
驚
き
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

２
０
１
７
年
に
社
長
に
就
任
し
た
後
、
い
ず

れ
は
現
会
長
の
ご
子
息
を
後
継
者
に
と
決
ま

り
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
当
社
勤
務
し
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
間
を
つ
な
ぐ
役
目

で
あ
り
、
４
代
目
が
成
長
で
き
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
バ
ト
ン
を
渡
す
の
が
使
命
で
す
。

社
長
就
任
か
ら
７
年
、
社
員
数
は
全
く
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
は
、
新
卒
・
中
途
採

用
し
て
も
、
入
社
１
～
２
年
で
の
離
職
率
が

高
く
、
増
え
た
ぶ
ん
同
じ
人
数
が
辞
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
採
用
戦
略
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
定
着
戦
略
を
打
ち
出

し
、
長
く
働
い
て
も
ら
え
る
職
場
づ
く
り
に

注
力
し
ま
す
。
入
社
後
１
年
間
は
選
任
の
ア

シ
ス
ト
役
を
１
人
つ
け
て
、
し
っ
か
り
育
成

し
て
い
く
体
制
を
整
備
す
る
方
針
で
す
。

管
工
機
材
は
じ
め
幅
広
い
建
築
資
材
を
扱
う
総
合
卸
売
商
社

地
域
密
着
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
緊
急
時
を
支
え
る

〈DATA〉
フジセイコー株式会社

代表取締役社長　玉井 利昭
〒260－0001  千葉市中央区都町1-18-13

☎043−231−1011 ▲本社敷地内には各種資材が揃う

▲本社外観

▲本社オフィス
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経営談話室

Q&A玉井社長 コ
ロ
ナ
禍
に
社
員
一
丸
で

弱
音
吐
か
ず
「
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
」

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
元
佐
原
の
ま
ち

が
液
状
化
、
佐
原
営
業
所
も
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
全
社
で
募
金
箱
を
設
置
し
、
社
員
の

気
持
ち
を
県
内
被
災
地
へ
贈
り
ま
し
た
。

社
長
に
就
任
後
の
ピ
ン
チ
は
、
や
は
り
コ

ロ
ナ
禍
で
す
。
２
０
２
０
年
４
月
、
社
名
を

フ
ジ
セ
イ
コ
ー
株
式
会
社
へ
変
更
し
た
矢
先
、

世
の
中
は
在
宅
勤
務
や
交
替
制
勤
務
、
営
業

活
動
自
粛
が
浸
透
し
ま
し
た
が
、
当
社
も
そ

れ
を
試
み
た
結
果
、
半
年
で
売
上
減
と
な
り
、

辛
い
時
期
で
し
た
。
そ
の
８
月
に
社
内
の
緊

急
事
態
宣
言
と
称
し
、責
任
者
を
集
め
て
「
対

策
を
し
た
上
で
積
極
営
業
に
出
よ
う
」
と
志

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、社
員
み
ん

な
で
掲
げ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
」。
ど
ん
な
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
も
弱
音

を
吐
か
ず
に
乗
り
越
え
よ
う
、
を
合
い
言
葉

に
、
社
内
全
体
が
何
ご
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

前
向
き
に
と
ら
え
て
仕
事
に
向
き
合
う
、
と

い
う
雰
囲
気
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お

陰
様
で
、
そ
の
後
の
下
半
期
は
営
業
利
益
を

挽
回
。
２
０
２
１
年
度
か
ら
は
連
続
し
て
増

収
と
な
り
、
数
字
的
に
も
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

創
業
時
の
理
念
を
残
し
つ
つ

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
成
長
を

清
田
現
会
長
が
社
長
に
就
任
し
た
２
年

後
に
バ
ブ
ル
経
済
は
崩
壊
し
て
い
ま
す
。
バ

ブ
ル
期
は
当
社
の
売
上
も
、
ピ
ー
ク
時
は

今
の
倍
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
し
、
社
員
数
も

失
敗
恐
れ
ず
、
前
向
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
成
長
を
目
指
す

愛読書は？Ｑ
最近は㈱イマジナの関野社長の著
書で、ブランディングに関する本を
読んでいます。他にも、DXについて
勉強していますね。

Ａ

休日はどのように過ごしますか？Ｑ
社長就任以来、千葉市に単身赴任なの
で、できるだけ佐原の自宅で過ごした
いのですが、休日はおつきあいのゴル
フが多いですね。

Ａ

座右の銘、好きな言葉は？Ｑ
「有言実行」。仕事でもプライベート
でも、言ったからには絶対に成し遂
げると心がけています。

Ａ

カラオケの十八番は？Ｑ
あまり歌わないのですが、近年はゆ
ずの「栄光への架け橋」。昔は演歌ば
かりでしたが…。

Ａ

やる気の源は？Ｑ
Ａ やはり社員の笑顔、喜ぶ姿を見る
と、より頑張ろうという気持ちが高
まりますね。社員とは垣根なく、常
にフラットな関係でいたいと思って
います。

▲�「お客さまはとても大切であり、また商品を譲っていただく
仕入先も大事と社員に伝えるために、昨年は社員・仕入
先、それぞれの感謝の集いを開催しました」と玉井社長

2
3
0
名
ま
で
膨
ら
み
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
に
社
名
を
改
め
た
際
、
創
業

時
の
理
念
を
残
し
つ
つ
、
新
た
な
経
営
理
念

を
掲
げ
ま
し
た
。「
企
業
価
値
を
高
め
地
域
社

会
に
貢
献
し
ま
す
」、「
豊
か
な
企
業
人
、社
会

人
と
し
て
成
長
し
ま
す
」、
そ
し
て
「
未
来
に

向
け
て
何
ご
と
に
も
挑
戦
し
ま
す
」。
失
敗
を

恐
れ
ず
、
何
ご
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
常

に
成
長
し
て
い
け
る
会
社
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

経
営
者
と
し
て
は
、
社
員
、
そ
し
て
社
員

の
家
族
を
守
る
と
い
う
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
実

現
で
き
ま
せ
ん
。
今
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
よ
り

拡
大
さ
せ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
成
長
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲創業75周年の感謝の集いで、社員の皆さん▲�抽選会

▲�創業75周年記念に仕入先皆さまをお
招きして開催した感謝の集い

▲�感謝の集いでサプライズ披露されたバン
ドと応援歌「志、時をこえて」の動画

〒264-0020 千葉市若葉区貝塚1丁目3-2
TEL: 0120-365-288　HP:https://www.happyarrow.jp/

研修とPRで
あなたの会社の活性化を！
株式会社ハッピーアローは、メディア×教育を通し、
組織活性化サポートを行っています。

①研修
管理職向けの「ハラスメント防止研
修」、営業マン向けの「プレゼンテーシ
ョン研修」、新入社員向けの「新人研修」
など、対象者や階層に応じた各種ビジ
ネス研修を提供しています。

②広報PR
マスコミの経験を生かし、取材する側
の目線で新聞掲載やテレビ出演の支援
を行います。これまでに50社以上の
マスコミ登場を実現させてきました。



全産業業況推移

（1）貴社の正社員における2023年度の賃上げの状況について【択一】

業績が改善しているため、
賃上げを実施した

22.6％

現時点では
未定

10.0％

賃金は引き下げた
（予定を含む）

0.9％

業績の改善がみられないが、
賃上げを実施した

35.5％

賃金は同水準を維持する
31.1％

（2）貴社の正社員における2023年度の賃上げ内容について【複数回答可】

7 6夢シティちば　2024年₄月号 夢シティちば　2024年₄月号

ベースアップを実施した
（予定含む）

定期昇給を実施した
（予定含む）

一時金（賞与を増額した）
（予定含む）

手当の新設・増額
（予定含む）

１．コスト上昇分の価格交渉(相談)、価格転嫁について

2．賃上げについて

千葉商工会議所景気動向調査 令和６年２月期

景気動向調査はインターネットで詳細を
ご覧いただけます。

調査結果のポイント
調査期間：令和6年2月2日（金）～2月26日（月）
調査対象：千葉商工会議所法人会員事業所500社

〈回答：350社　回答率：70.0％）

建設業
69社

製造業
77社

卸売業
79社

小売業
65社

サービス業
60社

100

80

60

40

20

0

▶�全産業業況DIは2期ぶりの改善となり、製造・小売・卸売業にお
ける資金繰りの好転が主な要因とみられる。しかしながら、売上
の減少や採算見通しの悪化、さらには深刻な人手不足等、課題は
山積しているため、先行き見通しは横ばいとなっている。

▶�コスト上昇分の価格転嫁について、全て価格転嫁できている企業
が15.0％と、前回調査と比較して若干後退した。さらに全く転嫁
できていない企業は12.4%と依然として1割を超える。

▶�賃上げの状況については、「業績が改善しているため賃上げを実
施した」が22.6％に上り、全国調査と比較しても同水準にあるも
のの、「業績の改善がみられないが賃上げを実施した」は35.5％と
なり、全国水準を下回る結果となった。

DI値：（増加･好転などの回答割合）－（減少･悪化などの回答割合）

業況DI（前年同月比ベース、以下同じ）を見る
と、前回調査（令和５年11月、以下同じ）と比較し
て、サービス業が下降し、建設業、製造業、卸売業、
小売業が上昇した結果、全産業合計DIは4.7ポイント
上昇して▲9.2となり、２期ぶりの改善となった。
また、向こう３ヶ月（３月～５月、以下同じ）の先
行き見通しは、建設業、小売業、サービス業が下降、
製造業、卸売業で上昇の見込みとなっており、全産
業合計DIは現状より0.6ポイント下降の▲9.8となっ
ている。

売上DIでは、前回調査と比較して、製造業、卸売
業、小売業が下降し、建設業が上昇、サービス業が
横ばいとなった結果、全産業合計DIは3.6ポイント下
降して▲2.8となり、２期連続の悪化となった。

採算DIでは、前回調査と比較して、建設業、製造業、小売
業が下降し、卸売業、サービス業が上昇した結果、全産業合
計DIは▲12.9となり、４期ぶりの改善となった。

仕入単価DIでは、前回調査と比較して、小売業、サービス
業が下降し、建設業、製造業、卸売業が上昇した結果、全産
業合計DIは▲73.2となり、横ばいで推移した。

従業員DIでは、前回調査と比較して、製造業、小売業が下
降し、建設業、卸売業が上昇、サービス業が横ばいとなった
結果、全産業合計DIは25.9となり、２期ぶりの悪化となった。

資金繰りDIでは、前回調査と比較して、建設業が下降し、
製造業、卸売業、小売業、サービス業が上昇した結果、全産
業合計DIは▲6.3となり、２期ぶりの改善となった。

全体の特徴　（▲はマイナス）

回答数

（1）発注側企業と十分に価格交渉（相談）ができているか【択一】（２）�コスト高騰に対してどのくらい価格転嫁ができているか【択一】

13.8％

23.8％

21.8％
25.1％

13.5％

1.9％ 14.2％
17.3％
15.0％

23.8％
23.0％

28.9％23.5％
27.1％

20.1％

23.5％
19.2％

22.7％

13.7％
11.8％

12.4％ 1.4％
1.6％
0.9％ 10割

（全て価格転嫁できている）

0割
（全く転嫁できていない）

7〜9割程度

4〜6割程度

1〜3割程度

マイナス

56.8％34.6％
55.6％

56.7％
52.9％

33.8％
32.0％

34.7％

8.6％
10.6％

11.3％
12.4％

価格交渉をする必要はない

できているできていない

「設問（２）」で「10割（全て価格転嫁できている）」以外の回答をした企業に伺った。

（３）価格転嫁が十分にできていない理由【複数回答可】

消費者の節約志向・低価格志向が続いている
（強まっている）ため

競合他社が販売価格を上げていない
（据え置き、値下げ）ため

需要が減少しているため
予め販売価格を固定した長期契約により、足元の

価格変動を反映できないため
取引先から据え置き要求・値下げ要求された

（据え置き、値下げ要求が強まっている）ため
既に販売価格を上げており、これ以上の転嫁が困難なため

価格転嫁をしなくても大きな影響がないため

その他

36.1％
36.9％

33.8％
33.8％

31.9％

令和６年２月
令和５年11月
令和5年８月
令和5年5月

28.7％
31.7％ 36.5％

26.0％
28.0％26.2％ 25.9％

23.3％ 24.3％
28.3％21.2％

24.0％20.9％
18.6％ 23.7％

20.8％
21.4％20.3％

20.4％

6.6％6.4％
6.2％ 6.6％

8.0％7.8％ 7.9％5.1％

「設問（1）」で「1〜2」と回答をした企業に伺った。

「設問（1）」で「1〜2」と回答をした企業に伺った。

「設問（1）」で「3〜5」と回答をした企業に伺った。

（4）正社員賃上げ見送るもしくは未定とする理由について【複数回答可】 （３）賃上げを行う理由【複数回答可】
今後の経営環境・経済状況が不透明なため

業績の改善がみられないため（見込み含む）

エネルギー • 原材料価格等の高騰分を十分に
価格転嬢できず収益が圧迫されているため
すでに他社と同水準（もしくはそれ以上）の

賃金になっているため
社会保険料の増加により会社負担が増えているため

増員（予定を含む）による総人件費の増加を抑えるため

非正規社員の賃金（時給等）を引き上げる一方で、
総人件費の増加を抑えるため

新商品開発や販路開拓、設備投資等を優先するため

研修や福利厚生の充実を優先させるため

その他

人材確保・定着やモチベーション向上のため
物価が上昇し、社員の可処分所得が

減少しているため
最低賃金が引き上げられたため

新卒採用者の初任給や非正規社員の
給与を引き上げたため

社会保険料の増加により社員の手取り額が
減少しているため

数年来、賃上げを見送っていたため
主要な商品・サ ー ビスに一 定の価格転嫁

が行えたため
他社より低い賃金になっているため

時間外労働の削減により社員の手取り額が
減少しているため

税の優遇措置（所得拡大促進税制）が
利用できるため

その他

67.2％ 85.6％

56.1％

53.6％

23.5％

14.3％

36.0％ 43.6％

29.6％ 26.7％

24.0％ 10.8％

16.0％
10.3％

5.6％

6.4％
9.7％

7.2％

5.6％
5.1％

0.0％

5.6％

4.1％

1.5％

2.1％

R6.2
R5.11
R5.8
R5.5

R6.2
R5.11
R5.8
R5.5



9 8夢シティちば　2024年₄月号 夢シティちば　2024年₄月号

㈱ New Beginnings Japan 麦わらライフサポート ㈱ ディースタース
【代　表】　川井　久
【所在地】　中央区富士見

	中小企業向けの経営コンサルティング（補助金の活用など）
	中小企業診断士の有資格者が補助金制度を活用した経
営改善をサポートします。

【代　表】　佐野　卓郎
【所在地】　中央区宮崎町

	資産形成・保険代理店業・FP業

【代　表】　横山　春代
【所在地】　中央区中央

	イベント企画、開催
	様々なイベントの企画・プロデュースをいたします。

㈱ レノヴァンス (同)ブロックサンセット ㈱フリースタイル
【代　表】　藤原　一史
【所在地】　美浜区中瀬

	法人向け不動産の売買・賃貸・管理及びその仲介　不
動産に関するコンサルディング

	独自の情報網により未公開物件を幅広く取り扱っていま
す。多様なニーズに対応します。

【代　表】　日暮　貴一
【所在地】　中央区星久喜町

	外構工事

【代　表】　佐々木　季之
【所在地】　中央区富士見

	障害者支援事業

日本ミャンマー支援機構㈱
海鮮居酒屋浜焼きかいちゃん Lumirise ㈱トリスター

【代　表】　トゥン・アウン・キン
【所在地】　若葉区西都賀

	飲食店および人材紹介業

【代　表】　遠藤　公美
【所在地】　稲毛区稲毛東

	エステサロン
	心も体もより美しく　オールハンドのほっとするエステ　お待
ち申し上げております

【代　表】　根井　將丞
【所在地】　市原市五井

	法人・個人向けおそうじサービス

はら動物病院 DANIEL ㈱ ㈱ 石起
【代　表】　原　大樹
【所在地】　緑区おゆみ野

	犬と猫の診療
	学園前駅徒歩４分　犬と猫のかかりつけ動物病院です

【代　表】　ジュハリアン　ベヘナム
【所在地】　若葉区高品町

	中古車・事故車・買取販売　化粧品販売

【代　表】　石谷　知範
【所在地】　中央区星久喜町

	給排水設備工事の設計及び施工

アドレス通商㈱　業務受託本部 Y's コーポレーション㈱ ヘアーサロン修平
【代　表】　鈴木　竜聖
【所在地】　東京都荒川区東日暮里

	人材派遣、人材紹介、業務受託、物流関連サービス、メ
ーリングサービス等を行う

【代　表】　岡本　恭丈
【所在地】　緑区大金沢町

	解体業

【代　表】　諌山　修平
【所在地】　市原市東国分寺台

	理容師

ライトワークス社労士事務所 ㈱ ハッピーアロー 全国ビジネス企業年金基金
【代　表】　西田　浩治
【所在地】　緑区おゆみ野南

	社会保険労務士としての業務。他、資産設計提案及び
社員教育に関する業務。

	企業の人材育成のお手伝い、社員教育やハラスメント研
修等、お気軽にご相談下さい。

【代　表】　森　順子
【所在地】　若葉区貝塚

	企業研修、広報・ブランディング、イベント企画運営など
	ビジネス研修やマスコミ掲載支援など組織活性化の取り組
みを多面的に行っています。

【代　表】　宮原　一也
【所在地】　岡山県岡山市北区厚生町

	確定給付（DB）企業年金
	厚生年金適用事業所であれば、業種・人数・地域を問わ
ずご加入いただけます。

17
新入会員のご紹介 …事業内容

…ＰＲ（宣伝）コメント
（順不同・敬称略）

ご入会いただき
ありがとう
ございました

新入会員を募集しております。
みなさまのお知り合いをぜひご紹介ください。
お問合せ／お申込みは、千葉商工会議所総務部総務課までお待ちしております。
Tel.043－227－4101　Fax. 043－227－4107

〜皆様とともに歩む 〜 千葉ショッピングセンターCHIBA SHOPPING CENTERシーワン

気取らない街で、
ファッション＆グルメをどうぞ！

CHIBA SHOPPING CENTERシーワン

JR千葉駅・京成千葉駅徒歩1分
〒260-0014  千葉市中央区本千葉町15-1
☎043-227-6543（事務所）

https://www.c-one.or.jp
千葉ショッピングセンター 検索

ホシーワン

ちばスポーツのちから
千葉市はプロスポーツチームが数多く存在するスポーツ都市です。まちの魅力を高め、地域活性化へとつながる
重要な存在である地元プロスポーツチームの活躍を随時ご紹介します。
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商工会議所の動き商工会議所の動き ２２月月商工会議所の動き／２月

千
葉
市
役
所
新
庁
舎
視
察
会
を
開
催

自
由
業
部
会
（
前
田
部
会
長
／
㈱
ち
ば
ぎ
ん

総
合
研
究
所　

取
締
役
社
長
）
は
、
今
年
度
視

察
会
事
業
と
し
て
千
葉
市
役
所
新
庁
舎
の
視
察

を
行
い
、定
員
を
超
え
る
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
始
め
に
庁
舎
１
階
正
庁
に
て
、
千

葉
市
財
政
局
庁
舎
運
用
担
当
課
長　

成
澤
氏
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
庁
舎
の
変
遷
や
新
庁
舎
の
コ

ン
セ
プ
ト
、
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

だ
い
た
の
ち
、
実
際
に
庁
舎
内
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

視
察
会
で
は
、
新
庁
舎
の
特
徴
で
あ
る
総
合

防
災
拠
点
機
能
や
誰
も
が
安
全
に
利
用
で
き
る

よ
う
配
慮
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
持

続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
設
計
し
た
環
境
性

能
、
市
民
が
集
え
る
よ
う
な
空
間
設
計
な
ど
、

新
庁
舎
が
備
え
る
様
々
な
先
進
機
能
を
見
学
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
見
識
を
広
め
ま
し
た
。

２
月
８
日
㊍

自
由
業
部
会

▲低層棟屋上庭園での集合写真

絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
！

崖
っ
ぷ
ち
銚
子
電
鉄
の
サ
バ
イ
バ
ル
経
営

小
売
（
阿
部
部
会
長
／
㈱
千
葉
メ
ガ
ネ　

代

表
取
締
役
社
長
）・
運
輸
（
松
原
部
会
長
／
日

本
通
運
㈱
千
葉
支
店　

支
店
長
）
部
会
は
銚
子

電
気
鉄
道
㈱　

代
表
取
締
役　

竹
本
勝
紀
氏
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
し
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
社
の
過
去
の
厳
し
い
資
金
繰
り
状
況
や
、

ぬ
れ
煎
餅
事
業
を
始
め
た
経
緯
、
黒
字
化
実
現

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ぬ
れ
煎
餅
買
っ
て
く
だ
さ
い
。
電
車
修
理
代

稼
が
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
。」
こ
の
崖
っ

ぷ
ち
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
き
っ
か
け
で
、
ぬ
れ
煎
餅

ブ
ー
ム
が
起
き
ま
し
た
。
竹
本
氏
は
、
ど
こ
か

に
突
破
口
が
あ
る
と
信
じ
行
動
し
続
け
る
こ
と

が
大
事
だ
と
訴
え
ま
し
た
。
他
企
業
と
コ
ラ
ボ

し
た
電
車
お
化
け
屋
敷
等
の
、
時
間
と
活
力
と

想
像
力
を
駆
使
し
、
低
コ
ス
ト
で
慣
例
に
囚
わ

れ
な
い
広
告
戦
略
等
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

２
月
14
日
㊌

小
売
・
運
輸
部
会
合
同
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

▲銚子電鉄のこれまでのサバイバル経営について熱く語る竹本氏

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議

卸
売
部
会
（
髙
梨
部
会
長
／
ア
ク
テ
ィ
ブ
販

売
㈱　

代
表
取
締
役
）
は
、
正
副
部
会
長
・
所

属
議
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

髙
梨
部
会
長
の
挨
拶
後
、
議
事
に
入
り
、
事

務
局
か
ら
「（
１
）
令
和
５
年
度
事
業
進
捗
報

告
」「（
２
）
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）」

の
２
議
案
に
つ
い
て
、
報
告
お
よ
び
説
明
を
行

い
、
両
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
令
和
５
年
度
同
様
に
他
部

会
と
合
同
で
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
視
察
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

詳
細
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
昨
今
の

業
界
の
動
向
や
視
察
研
修
先
の
候
補
地
等
に
つ

い
て
出
席
者
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

２
月
19
日
㊊

卸
売
部
会

▲飯沼副会頭から乾杯のご挨拶

建
設
部
会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

建
設
部
会
（
大
久
保
部
会
長
／
旭
建
設
㈱ 

相
談
役
）
は
、「
東
西
美
意
識
の
原
点
を
探
る

『
黄
金
比
と
白
銀
比
の
成
り
立
ち
』」
を
テ
ー
マ

に
、
田
中
建
築
設
計
事
務
所　

代
表　

田
中
修

一
氏
を
講
師
に
迎
え
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
建
設
業
界
に
携
わ
る
方
々
に

参
加
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
、
技

術
者
の
継
続
教
育
で
あ
る
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
認
定
を
受

け
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
物
を
見
て
美
し
い
と
感
じ

る
基
準
の
成
り
立
ち
に
は
、
民
族
・
地
域
・
気

候
風
土
に
加
え
、
彫
刻
や
建
築
な
ど
芸
術
の
領

域
な
ど
か
ら
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
そ
の
代

表
に
黄
金
比
と
白
銀
比
（
日
本
で
は
大
和
比
を

多
用
）
が
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
の
比
例
式
の

特
徴
、
黄
金
比
や
大
和
比
を
用
い
た
東
西
の
美

意
識
な
ど
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
月
20
日
㊋

建
設
部
会

▲セミナーの様子

過
去
５
年
の
創
業
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
を
対
象

と
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
卒
業
生
23
名
が
参
加
し
、
セ
ミ
ナ
ー

の
第
１
部
と
し
て
、
㈱
オ
ニ
オ
ン
新
聞
社　

代

表
取
締
役
社
長
の
山
本
寛
氏
を
講
師
に
迎
え

「
創
業
後
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
」、
第
２

部
と
し
て
、
株
式
会
社Strive Trading　
代

表
取
締
役
の
佐
々
木
亮
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
創

業
ス
ク
ー
ル
卒
業
後
か
ら
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。卒

業
生
か
ら
は
、「
資
金
繰
り
に
つ
い
て
改

め
て
相
談
し
た
い
」、「
活
用
で
き
る
補
助
金
が

明
確
に
な
っ
た
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
懇
親
会
を
行
い
、
卒
業

生
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▲創業スクール卒業生交流会 セミナーの様子

創
業
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
交
流
会
を
開
催

２
月
13
日
㊋

創
業
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
交
流
会

浦
安
・
東
京
・
船
橋
・
習
志
野
・
八
千
代
・

千
葉
の
６
商
工
会
議
所
は
、
浦
安
ブ
ラ
イ
ト
ン

ホ
テ
ル
東
京
を
会
場
に
、
合
同
で
の
会
員
限
定

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
77
事
業
所
（
93
名
）
が
参
加
し
、

当
所
か
ら
は
15
事
業
所
（
20
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
交
流
会
は
地
域
を
越
え
た
事
業
拡
大
・
取

引
先
の
開
拓
な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、
第
１

部
で
は
各
参
加
事
業
者
の
Ｐ
Ｒ（
事
業
所
紹
介
）

を
行
い
、
第
２
部
で
は
立
食
形
式
の
交
流
会
で
、

関
心
を
持
っ
た
事
業
者
と
積
極
的
な
名
刺
交
換

や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
」、「
良
い
情
報
交
換

の
場
と
な
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。▲６商工会議所合同ビジネス情報交流会

６
商
工
会
議
所
合
同

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
交
流
会
を
開
催

２
月
14
日
㊌

６
商
工
会
議
所
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
交
流
会

立
命
館
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授　

公

認
会
計
士　

谷
口
学
氏
を
講
師
に
迎
え
、
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
人
手
不
足
や
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
の
返
済
な
ど
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

に
触
れ
、
債
権
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
具
体
的
な
与
信
管
理
活
動
と
し
て
与

信
限
度
額
の
考
え
方
や
計
算
方
法
、
取
引
基
本

契
約
書
締
結
に
規
定
す
る
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い

て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
共
催
で
あ
る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

㈱
の
瀨
田
氏
か
ら
貸
倒
リ
ス
ク
の
解
決
策
と
し

て
保
険
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
債
権
保
全
対
策
に
対
す
る
関
心
は

高
く
、
講
師
の
話
す
内
容
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

▲セミナーの様子

安
定
経
営
・
企
業
成
長
の
た
め
の

与
信
管
理
セ
ミ
ナ
ー

２
月
27
日
㊋

与
信
管
理
セ
ミ
ナ
ー
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中
小
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
ティ
対
策

24
年
版
の
10
大
脅
威
を
公
表

中小企業のセキュリティ対策

上
位
は
前
年
同
様
新
た
な
手
口
に
注
意
を

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ

Ｐ
Ａ
）
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
普
及

を
目
的
と
し
て
２
０
０
６
年
か
ら
、
前
年
に

発
生
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
や
攻
撃

の
状
況
な
ど
か
ら
脅
威
を
選
出
し
、
上
位

10
位
を
公
表
し
て
い
る
。
１
月
24
日
に
公

表
し
た
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威

２
０
２
４
」
は
、
23
年
に
発
生
し
た
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
事
故
や
攻
撃
の
状
況
な
ど
か
ら
脅
威

候
補
を
Ｉ
Ｐ
Ａ
が
選
定
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
分
野
の
研
究
者
、
企
業
の
実
務
担
当
者

な
ど
約
２
０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る

「
10
大
脅
威
選
考
会
」の
投
票
を
経
て
決
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

「
個
人
」
向
け
脅
威
は
、家
庭
な
ど
で
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
人
を
対
象
と
し

て
い
る
。
脅
威
の
順
位
は
、「
10
大
脅
威
選
考

会
」
の
投
票
で
社
会
的
影
響
が
大
き
か
っ
た

脅
威
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
危
険
度

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
各
脅
威
の
危
険
度

は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。　

し
か
し
、
個
人
ユ
ー
ザ
ー
が
順
位
を
危
険

度
と
誤
っ
て
認
識
し
て
し
ま
う
と
、
下
位
の

脅
威
へ
の
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、本
年
の
「
個
人
」

向
け
脅
威
に
つ
い
て
は
順
位
表
示
を
廃
止
し
、

五
十
音
順
で
の
紹
介
に
変
更
し
た
。

「
個
人
」
向
け
脅
威
の
種
類
は
10
個
と
も

前
年
と
変
化
が
な
か
っ
た
が
、
種
類
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
脅
威
を
取
り
巻
く
環
境
は
前
年

と
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
攻
撃
の
手

口
は
古
典
的
で
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ

の
中
で
被
害
者
を
だ
ま
す
手
口
は
常
に
更
新

さ
れ
て
い
る
。
攻
撃
者
は
時
機
を
見
な
が
ら
、

社
会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
や
新

し
い
技
術
（
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
）
を
駆
使
し
て

攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る
。

例
え
ば
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
個
人
情

報
な
ど
の
詐
取
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
な
ど
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支
援
給

付
金
を
案
内
す
る
と
し
て
不
審
な
メ
ー
ル
を

送
付
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
か
た
っ
た
偽

サ
イ
ト
へ
誘
導
す
る
手
口
が
見
ら
れ
た
。
常

日
頃
か
ら
脅
威
に
関
す
る
最
新
情
報
に
注
意

を
払
い
、
手
口
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

内
部
の
不
正
な
ど
へ
の
対
策
が
重
要

「
組
織
」
向
け
脅
威
は
、企
業
、政
府
機
関
、

公
共
団
体
な
ど
の
組
織
お
よ
び
そ
の
組
織
に

所
属
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
て
い
る
。
脅

威
の
種
類
は
、
全
て
前
年
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
１
位
の
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る

被
害
」
と
２
位
の
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

弱
点
を
悪
用
し
た
攻
撃
」
は
順
位
も
昨
年
と

被
害
」は
前
年
か
ら
順
位
を
上
げ
て
い
る
。こ

れ
ら
は
、
組
織
内
の
「
人
」
が
原
因
と
な
る

脅
威
で
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
22
年
に
「
内
部

不
正
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
訂
し
、
働

き
方
の
変
化
や
新
技
術
へ
の
対
応
な
ど
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
て
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
外
部
か
ら
の
攻
撃
な
ど

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
対
策
だ
け
で
な
く
、
内
部
の

不
正
や
ミ
ス
と
い
っ
た
人
に
関
す
る
対
策
も

重
要
で
あ
る
。

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威
２
０
２ 

４
」
の
詳
し
い
解
説
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
担
当
者
が
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
最

新
動
向
を
把
握
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
対

策
の
検
討
や
組
織
内
教
育
な
ど
に
も
活
用
し

て
ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

変
わ
っ
て

い
な
い
。

一
方
で
、

３
位
の

「
内
部
不

正
に
よ
る

情
報
漏
え

い
等
の
被

害
」
と
６

位
の
「
不

注
意
に
よ

る
情
報
漏

え
い
等
の

食
品
・
小
売
部
会
合
同
販
路
開
拓
事
業

「
ち
ば
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催

食
品
（
森
山
部
会
長
／
㈲
虎
屋　

代
表
取
締

役
）・
小
売（
阿
部
部
会
長
／
㈱
千
葉
メ
ガ
ネ　

代
表
取
締
役
社
長
）
部
会
合
同
の
販
路
開
拓
事

業
と
し
、
千
葉
市
内
に
事
業
所
を
持
つ
当
所
会

員
企
業
の
販
路
拡
大
、
企
業
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し

た
販
売
会「
ち
ば
マ
ル
シ
ェ
」を
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
中

央
改
札
外
コ
ン
コ
ー
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
所
会
員
企
業
（
御
菓
子
司　

千
葉
虎
屋
／

㈲
ナ
カ
ワ　

中
川
守
和
匠
店
／
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク

カ
フ
ェ
／Café M

EETS

／
空
飛
ぶ
ク
ジ
ラ 

caferob 

本
千
葉
／Ristorante Cornetto

／
増
一
屋

）
が
出
店
し
、
ス
イ
ー
ツ
、
雑
貨
、

お
惣
菜
な
ど
各
店
舗
選
り
す
ぐ
り
の
逸
品
を
販

売
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
日
の
み
の
開
催
で
し
た
が
、
夕

方
以
降
に
会
社
帰
り
の
お
客
様
が
訪
れ
、
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

２
月
20
日
㊋
〜
22
日
㊍

食
品
部
会
・
小
売
部
会

▲「ちばマルシェ」開催の様子

令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）等
を
協
議

総
務
委
員
会
（
粟
生
委
員
長
／
塚
本
總
業
㈱

　

顧
問
）
は
今
年
度
２
回
目
と
な
る
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、「
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）」、

「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
収
支
予

算（
案
）」「
常
議
員
の
補
欠
選
任
」等
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
、
原
案
通
り
第
２
７
６
回
常
議
員

会
・
第
90
回
通
常
議
員
総
会
へ
上
程
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
は
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や

商
工
会
議
所
職
員
に
よ
る
巡
回
、
個
社
支
援
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
や
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
か
ら
は
部
会
事
業
に
お
け
る
Ｉ

Ｔ
活
用
の
提
案
な
ど
も
あ
り
、
次
年
度
に
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
21
日
㊌

総
務
委
員
会

▲挨拶を行う粟生委員長

金
融
部
会
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

金
融
部
会
（
山
口
部
会
長
／
千
葉
県
信
用
保

証
協
会　

会
長
）
は
、「『Chat GPT

』
な
ど
生

成
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
～
経
営
者
が

知
っ
て
お
き
た
い
Ａ
Ｉ
の
基
本
と
使
い
ど
こ
ろ

～
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ッ
プ
コ
ン
パ
ス
（同）　

代
表 

石
原
由
美
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
従
来
の
Ａ
Ｉ
と
近
年
注
目

さ
れ
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
違
い
や
中
小
企
業
の

現
場
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
事
例
、
活
用
時

の
注
意
点
に
つ
い
て
分
か
り
易
い
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
収
集
や
ア
イ
デ
ア
だ
し

に
つ
い
て
実
践
を
交
え
た
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

人
手
不
足
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
中
小

企
業
に
と
っ
て
、
企
業
の
生
産
性
を
高
め
、
業

務
効
率
化
に
つ
な
が
る
Ａ
Ｉ
の
有
効
活
用
方
法

を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
26
日
㊊

金
融
部
会

▲セミナーの様子

ＩＰＡ「情報セキュリティ
10大脅威2024」はこちら



15 14夢シティちば　2024年₄月号 夢シティちば　2024年₄月号

商工会議所の無料相談窓口

※あらかじめお電話で相談日時等をご連絡ください。

TEL 043-227-4103

中小企業診断士による経営の相談窓口

○相談日　月曜日・水曜日・金曜日　14時〜17時
○相談員　坂本ゆみか　氏（中小企業診断士）
　　　　　香川　大輔　氏（中小企業診断士）
　　　　　大矢たかし　氏（中小企業診断士）

　事業計画の作成について相談し
たい、国や県、市の公的支援策を
活用したいなど、経営の様々な課
題に関する相談に応じます。

弁護士による商工法律相談窓口

○相談日	 4月19日（金）・5月17日（金）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第３金曜日

○相談員	 榎本　初雄　氏（弁護士）

　債権が回収できない、契約に関
するトラブルが発生したなど、法
律上の諸問題に関する相談に応じ
ます。

税理士による税務相談窓口

○相談日	 ①4月4日（木）・②5月2日（木）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第１木曜日
○相談員	 ① 北原　雄二　氏（税理士）
	 ② 甲斐　常雄　氏（税理士）
	 千葉県税理士会　千葉東支部所属

　記帳、確定申告など、企業経営
における税務全般に関する相談に
応じます。

社会保険労務士による労務相談窓口

○相談日	 4月11日（木）・5月9日（木）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第２木曜日
○相談員	 社会保険労務士
	 千葉県社会保険労務士会　千葉支部所属

　就業規則、社会保険、助成金な
ど、企業経営の労務全般に関する
相談に応じます。

IT導入何でも相談窓口

○相談日　随時
○相談員　経営支援課　経営指導員

　自社のホームページをリニュー
アルしたい、　自社の課題に合っ
たITツールを探したいなど、IT導
入に関する相談に応じます。

事業承継・出張個別相談会

○相談日	 4月10日（水）・5月8日（水）
	 10時00分〜、13時00分〜、14時30分〜
	 ※原則　毎月第２水曜日
○相談員　千葉県事業承継・引継ぎ支援センター　コーディネーター

　事業承継の準備を始めたい、事
業を売却したい、廃業の方法がわ
からないなど、事業承継に関する
相談に応じます。

経 営 支 援 情 報経 営 支 援 情 報
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セミナー番号

1
～総務と経理の要点を押さえ、ビジネスの成功に貢献！新入・若手社員を戦力に変える！～
ビジネススクール「初心者のための総務・経理基礎講座」

●内　容	 ①会社の中枢となる総務・経理の役割と心構え
	 ②総務・経理の日常・月次・年間スケジュール
	 ③人事・労務管理・福利厚生
	 ④仕訳のルールから給与支払業務（源泉徴収業務）まで
	 ⑤総務・経理として知っておきたい税務知識

●日　時　令和６年４月11日（木）　 10：00〜17：00
●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

総務・経理担当者は、日常業務の遂行に不可欠な事務
処理能力や管理能力はもちろん、分析力や企画力、気配
りや信頼性、社外とのパイプ役としての社交性や積極性
も必要となります。そのような能力と知識をもった社員
は、将来必ず会社の「要」となるでしょう。
本講座では、新たに人事・総務・経理の担当になった方

や、しっかりとした知識を持って仕事に取り組みたい方の
ために、日常の庶務から人事・労務にかかわる諸手続き、
最低限押さえておきたい法務の基礎知識、日常の経理事
務や税金の実務、最低限必要な財務知識等、総務・経理
担当者として必要な土台となる基礎知識を身につけてい
ただきます。

申込用HP

	

セミナー番号

2
～言葉の力で人を動かす！説得力・共感力・コミュニケーション力アップ！～
ビジネススクール「話し方・聴き方・伝え方講座」

●内　容	 ①�「話し上手はきき上手」（きき方の基本、上達のためのスキル、
	 　注意とポイント）
	 ②「話しかた」の基本（わかりやすい話し方、ことばの選び方、人前で話すコツ）
	 ③�「伝える」技術（信頼される報告のしかた、叱り方とほめ方、
　	 　話すときの工夫、アサーションスキルを身につける）

●日　時　令和６年５月16日（木）　 10：00〜17：00
●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名
●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

人間関係の問題はメンタルとコミュニケーションに起因
すると言っても過言ではありません。また、適切な情報が
ビジネスの成否を左右するこの時代、「話すこと」「きくこ
と」「伝えること」はビジネスにおいても大きな役割を担
っています。「聴くこと」（傾聴力）で多くの情報を引きだ
し、人間関係を好転させ、「訊くこと」（質問力）で相手
に考えさせ、気づきを促し、行動につなげることができま
す。しかしながら、人との会話のパターンや癖は、意識的
に訓練をしていない限り上手になることはありません。こ
の機会に実践・習得して組織を活性化させませんか。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	

セミナー番号

3
～経理の基礎から税金・法人税まで！実務で役立つ知識が身につく！～
ビジネススクール「経理実務講座」

●内　容	 ①経理の仕事とは 
	 ②現金・預金の管理　 
	 ③課税の仕組み、税務調査 
	 ④法人税の処理 
	 ⑤消費税・源泉所得税

●日　時　令和６年５月30日（木）　 10：00〜17：00
●場　所　千葉商工会議所　14階　第１ホール

●定　員　50名

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

本講座は、今日の経営環境下に限らず、いつの時代に
も企業経営には欠かせない経理についての基本から法人
税や所得税等の税金までを、事例を交えてやさしく解説
いたします。第一線で活躍される経理・総務御担当者の
方はもちろんのこと、経営者の方にも必要な知識を身に
つけていただく絶好の機会ですので、是非ご参加くださ
い。

申込用HP

ＦＡＸでのお申込みの場合（ＦＡＸ：０４３－２２７－４１０７）

※ネットからのお申込みは、各セミナーのご案内ページをご参照ください。

※ご記入いただいた個人情報は、商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用することがあります。

セミナー番号・名称 番号：　　　　　　　名称：

事 業 所 名 TEL

フリガナ

FAX
役 職 ／ 申 込 者 名

所 在 地

E-mail

フリガナ

① ②
参 加 者 名

下記の欄は、ビジネススクール申込者のみご記載ください。

会員 ・ 一般 参加費合計（　　　　　　　）円　　振込予定日　　　月　　　日

日　程 セミナー名称 セミナー番号

₄月11日㈭ ～総務と経理の要点を押さえ、ビジネスの成功に貢献！新入・若手社員を戦力に変える！～
ビジネススクール「初心者のための総務・経理基礎講座」 1

₅月16日㈭ ～言葉の力で人を動かす！説得力・共感力・コミュニケーション力アップ！～ 
ビジネススクール「話し方・聴き方・伝え方講座」 2

₅月30日㈭ ～経理の基礎から税金・法人税まで！実務で役立つ知識が身につく！～ 
ビジネススクール「経理実務講座」 3

₆月13日㈭ ～報連相が組織の成功を左右する！報告不足、連絡ミスは終わり！ビジネスの成果は正確な報連相から！～
ビジネススクール「報・連・相講座」 4

₆月27日㈭ ～スキルと自信をアップ！組織を導く力をつける！リーダー育成総合プログラム！～
ビジネススクール「次世代リーダー育成研修」 5

千葉商工会議所（4月〜6月）
セミナー情報

16夢シティちば　2024年₄月号

まずはお気軽にお問い合わせ、ご相談ください！
本　　店	 ＴＥＬ043-221-8110
幕張サポートセンター	 ＴＥＬ043-239-3281
松戸支店	 ＴＥＬ047-365-6007
ホームページ　https：//www.chiba-cgc.or.jp/

当協会LINE公式アカウントは検索もしくは
下記QRコードからご登録できます。

LINE
公式アカウント

当協会主催イベント等、
最新情報を配信しています！

●金融機関からの資金調達をサポートします！
信用保証協会がお客さまの保証人となることで、金融機関からの資金調達力が高まります。

●事業を始める方を創業支援でサポートします！
創業計画から資金調達にいたるまで、事業を始められるお客さまの夢の実現に向け、サポートいたします。

●お客さまに合わせた経営支援でサポートします！
お客さまごとの経営課題解決に向け、経営相談や外部機関と連携した専門家派遣等でサポートいたします。

【中小企業・小規模事業者の皆さまを全力でサポートします！！】
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セミナー番号

4
～報連相が組織の成功を左右する！報告不足、連絡ミスは終わり！ビジネスの成果は正確な報連相から！～
ビジネススクール「報・連・相講座」

●内　容	 ①なぜ｢報・連・相｣が注目されるのか
	 ②コミュニケーションギャップを改善する
	 ③｢報・連・相｣力を高める実践ポイント
	 ④チームワークが業績を生む

●日　時　令和６年６月13日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　14階　第１ホール

●定　員　50名

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

企業における「報告・連絡・相談」は、仕事の基本で
あると共に、良い仕事をし、成果を上げるための要です。
「大切な情報が共有されずにミスが起こる」「仕事が遅れ
る」「意思決定のタイミングがずれる」等は、多くの企
業が抱える問題です。
本講座では、職場の「報・連・相」を円滑に行うこと
によって、上司と部下、同僚、他部署とのコミュニケー
ションを深め、良好な関係を築くと共に、チームを一体
化することにより機会損失をなくし、企業業績を伸長す
ることを目的として実施致します。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	 	 	

セミナー番号

5
～スキルと自信をアップ！組織を導く力をつける！リーダー育成総合プログラム！～
ビジネススクール「次世代リーダー育成研修」

●内　容	 ①リーダーの役割を考える
	 ②チームメンバーとのかかわり方
	 ③コーチング力を磨く
	 ④論理的思考力を磨く

●日　時　令和６年６月27日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　13階　小会議室

●定　員　20名

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

チームをまとめあげ、メンバーの意識を集中させ、目
的・目標達成に向けてチーム全体を邁進させる役割を担
う「リーダー」。優秀なリーダーが、企業の成長・発展
のカギを全てにぎっています。しかし、次世代のリーダ
ーは自然には育ちません。
本講座では、新任リーダーやリーダー候補者など中堅

～若手世代の方々にご参加いただき、座学と模擬体験を
通して、次世代リーダーとして必要な基本知識・スキ
ル、思考フレームを体系的に学んでいただくことを目指
します。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

福井電機株式会社

お客様から信頼される会計事務所を目指して

公認会計士・税理士　手島  英男
公認会計士・税理士　本橋  雄一

公認会計士・税理士　田中  昌夫
公認会計士・税理士　岸　  健介

〒260-0013　千葉市中央区中央３－11－11  ニュー豊田ビル２階

代表弁護士：吉 村 　 類
TEL 043-224-4610
URL　https://www.chiba-so.com/

千葉綜合法律事務所
個人、企業の皆様からの多様なご依頼（各種裁判、
交渉、契約書等の作成など）に対応しております。
様々な業種の皆様との顧問契約の実績もあります。
お気軽にご相談ください。

安心して借りられる！

マル経融資制度をご利用ください‼
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

まずはお気軽にお電話でご相談ください‼
千葉商工会議所　経営支援課

TEL : 043-227-4103

年利

1.3％
令和６年
３月1日現在

マル経融資とは？
経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、 無担保 無保証人
低金利 信用保証協会の保証料なし で融資

する制度です。

融資の要件
①�千葉市内で最近１年以上事業を継続している方
②�従業員が20人以下（商業・サービス業は５人以下）の法人、

個人事業主の方
③�所得税（法人税）、事業税、市・県民税等を納期限内に完納

している方
④日本政策金融公庫の融資対象業種である方
　�（※決算内容等によってはご希望に沿えない場合もございます。）

融資期間
運転
資金 7年以内

据置１年以内 設備
資金 10年以内

据置２年以内

融資額 2,000万円以内
①上記の金利1.3％ → 0.8%（当初3年間）
②融資額　別枠で１,０００万円　　　etc
コロナで売上が減少した事業者様をご支援する内容と 
なっております。

通常のマル経に加えて　
“コロナ対策マル経”もあります
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日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構　

代
表
理
事　

大
野
萌
子

相手の話を聞くときのコツ

「
傾
聴
」
と
い
う
言
葉
が
市
民
権
を
得

て
久
し
く
、
職
場
で
も
相
手
の
気
持
ち
に

添
っ
た
聞
き
方
を
実
践
、
も
し
く
は
心
掛

け
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
組
織
は
指
示
命
令
系

統
で
成
り
立
つ
も
の
で
も
あ
り
、
部
下
の

気
持
ち
を
く
ん
で
「
こ
の
仕
事
嫌
な
ん
だ

ね
？ 

そ
れ
な
ら
、
や
ら
な
く
て
い
い
よ
」

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
君
の
や
り
た
い
こ
と
は
何
？
」
と
確
認

し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
仕
事
を
任
せ
ら
れ

る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
ジ
レ
ン

マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
っ
た
相
談
も
多
く

受
け
ま
す
。

相
談
に
乗
る
、
悩
み
を
聞
く
と
い
っ
た

場
面
で
の
傾
聴
は
必
要
で
す
が
、
実
は
指

示
や
指
導
に
そ
れ
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
う

と
、
正
確
な
指
示
が
伝
わ
り
づ
ら
く
な
り
、

業
務
自
体
が
滞
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

ま
た
、
気
持
ち
を
聞
く
と
い
っ
て
も
、

相
手
が
満
足
す
る
ま
で
長
々
と
付
き
合
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
忙
し
く
て
時
間
が

取
れ
な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

「
時
間
の
構
造
化
」
と
い
っ
て
、
目
安
の

時
間
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
、

相
手
が
相
談
者
に
対
し
て
依
存
的
に
な
っ

て
い
る
と
き
は
、
話
せ
ば
話
す
ほ
ど
不
安

に
な
っ
て
い
く
傾
向
も
あ
り
、
時
間
が
決

ま
っ
て
い
る
方
が
安
心
で
す
。
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
で
時
間
の
枠
を
設
け
て
い
る
の
は

そ
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

聞
く
側
も
、
い
つ
ま
で
も
終
わ
ら
な
い

話
を
聞
く
と
な
る
と
、
集
中
力
が
そ
が
れ

ま
す
か
ら
、
お
互
い
に
と
っ
て
良
い
方

法
で
す
。「
こ
れ
か
ら
20
分
話
を
聞
く
ね
。

そ
れ
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
な
ら
、
改
め
て

時
間
を
設
け
よ
う
」
と
い
っ
た
声
掛
け
が

で
き
る
と
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
聞
く
」
こ
と
に
徹
す
る
た
め
に
は
、
相

手
が
話
し
た
内
容
の
確
認
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。「
あ
あ
そ
う
な
の
ね
」
と
聞
き

流
す
の
で
は
な
く
、「
○
○
が
△
△
な
の

ね
」
と
具
体
的
な
言
葉
で
受
け
止
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
正
確
に
受
け
止
め
る
と
、

話
す
側
は
「
聞
い
て
も
ら
え
た
」
と
い
う

感
覚
が
強
く
な
り
ま
す
し
、
聞
く
側
の
認

識
違
い
も
修
正
で
き
ま
す
。
短
い
時
間
で

も
、
こ
う
し
た
や
り
と
り
は
十
分
可
能
で

す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
時
間
を
決
め
て

「
気
持
ち
」
を
聞
く
場
を
設
定
す
る
の
が
、

「
聞
く
」
こ
と
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る

コ
ツ
で
す
。

職場のかんたんかんたんメンタルヘルス

先
日
、
鉄
道
が
テ
ー
マ
の
テ
レ
ビ
番
組
に

出
演
し
、「
貨
物
鉄
道
輸
送
」
に
つ
い
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貨
物
列
車
を

引
く
機
関
車
が
好
き
で
、
趣
味
的
な
話
題
が

中
心
で
し
た
が
、
ほ
か
の
出
演
者
と
も
深
く

話
し
て
い
く
う
ち
に
、「
鉄
道
貨
物
は
こ
れ
か

ら
日
本
の
物
流
を
支
え
て
い
く
大
き
な
存
在

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
考
え
を
強

め
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
国
内
の
貨
物
輸
送
の
う
ち
鉄
道
が

占
め
る
割
合
は
、
わ
ず
か
５
％
ほ
ど
。
５
割

を
自
動
車
が
、
４
割
を
船
が
占
め
て
い
ま
す
。

鉄
道
貨
物
は
こ
れ
ま
で
、
環
境
に
優
し
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し

た
。
実
際
に
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
ト

ラ
ッ
ク
の
11
分
の
１
と
、
環
境
負
荷
の
小
さ

い
輸
送
機
関
で
す
。
た
だ
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
は
会
計
帳
簿
に
数
字
と
し
て
載
せ
な
い

た
め
、
企
業
に
と
っ
て
は
成
果
が
見
え
に
く

く
、
経
営
の
視
点
か
ら
判
断
し
づ
ら
い
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、
機
動
力
の
高
さ
な
ど
、

メ
リ
ッ
ト
が
分
か
り
や
す
い
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

が
主
流
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
最
近
は
深
刻
な
問
題

が
発
生
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
問
題
で
す
。
そ
の
原
因
と
し

て
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
に
よ
る

２
０
２
４
年
問
題
や
、
団
塊
世
代
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
引
退
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、労

働
力
人
口
減
少
に
よ
り
、
新
規
ド
ラ
イ
バ
ー

も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
物
流
需
要
が
ど
ん

ど
ん
高
ま
る
の
に
反
し
て
、
輸
送
能
力
は
下

が
る
一
方
で
す
。
や
が
て
こ
れ
ま
で
通
り
の

や
り
方
は
通
用
し
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
が
鉄
道
貨
物
で

す
。
貨
物
列
車
は
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
65
台
分

を
一
編
成
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま

り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
は
65
人
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
必
要
に
な
る
の
が
、
た
っ
た
１
人
の
貨

物
運
転
士
だ
け
で
運
べ
る
の
で
す
。
こ
れ
は

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
応
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
近
距
離
の
み
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

鉄
道
貨
物
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
コ
ン
テ
ナ

の
積
み
込
み
の
手
間
と
時
間
が
か
か
る
点
で

す
。
最
近
は「
東
京
レ
ー
ル
ゲ
ー
ト
」の
よ
う

な
、
貨
物
駅
の
隣
で
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
コ
ン
テ

ナ
へ
積
み
替
え
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の

巨
大
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
、通

常
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
固
定
さ
れ
て
い
る
荷

台
全
て
を
分
離
可
能
な
コ
ン
テ
ナ
に
し
、
サ

ブ
ス
ク
で
い
ろ
ん
な
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
さ
ら
に
、
自
動
で

貨
車
に
載
せ
替
え
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き

れ
ば
、
積
み
替
え
の
手
間
も
省
け
て
停
車
時

間
の
大
幅
な
短
縮
が
可
能
に
な
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
県
を
ま
た
ぐ
輸
送
は

鉄
道
貨
物
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
物
流
を

維
持
で
き
、
経
済
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

数
々
の
機
関
車
に
連
な
る
貨
物
列
車
は
、

荷
物
と
一
緒
に
次
世
代
へ
の
希
望
も
運
ん
で

い
き
ま
す
。

鉄
道
貨
物
が

物
流
の
救
世
主
に
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◆	
ジ
ェ
ト
ロ 

２
０
２
３
年
度 

日
本
企
業
の
海
外
事
業
展
開
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

	
https://w

w
w

.jetro.go.jp/new
s/releases/2024/3a5af14b108501eb.htm

l
◆	

ジ
ェ
ト
ロ
世
界
貿
易
投
資
報
告 

２
０
２
３
年
版

	
https://w

w
w

.jetro.go.jp/w
orld/gtir/2023.htm

l

◆	

ジ
ェ
ト
ロ
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
情
報

	
https://w

w
w

.jetro.go.jp/biz/?_preview
D

ate_=null&revision=0&view
Force=1

〈
参
考
〉

小
畑
　
進
太
郎

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
千
葉
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー　

係
長

日
本
企
業
の
海
外
事
業
展
開
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
ご
紹
介

～
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
の
動
き
が
加
速
～

〈
ジ
ェ
ト
ロ
レ
ポ
ー
ト
〉
い
ま
世
界
に
目
を
向
け
て

い
る
企
業
は
全
体
の
約
１
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

全
体
と
し
て
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
浸
透
に
は
課

題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
環
境
問
題
、
特
に
脱
炭
素
化

へ
の
国
内
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
前
年

か
ら
の
進
捗
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
企
業
で
は
、
脱

炭
素
化
に
取
り
組
む
企
業
が
８
割
近
く
に
達
し
て
い

る
も
の
の
、
中
小
企
業
で
は
４
割
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
方
針
に
つ
い
て
、

自
社
が
直
接
排
出
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
約
２
割
の

企
業
が
方
針
策
定
済
み
で
す
が
、
自
社
が
間
接
排
出

す
る
も
の
・
自
社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
連
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
対
応
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
ま
す
。

■
ジ
ェ
ト
ロ
に
よ
る
情
報
発
信

ジ
ェ
ト
ロ
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
や
調
査
レ
ポ
ー
ト

な
ど
を
通
し
て
、
最
新
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
関
し
て
は
、
地
政
学
リ
ス
ク
を
め
ぐ
る
各
国
の
動

向
や
人
権
・
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
特
集

を
組
ん
で
い
ま
す
。
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
上
で

ぜ
ひ
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
ご
相
談
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
ジ
ェ
ト
ロ
ま
で
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ト
ロ
は
２
０
２
３
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
高
い
日
本
企
業
（
本

社
）
約
９
，０
０
０
社
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
を

め
ぐ
る
様
々
な
環
境
の
変
化
を
背
景
と
し
た
、
日
本

企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
の
動
き
を
紹

介
し
ま
す
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
め
ぐ
る
世
界
の
動
向

「
ジ
ェ
ト
ロ
世
界
貿
易
投
資
報
告 

２
０
２
３
年

版
」
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
２
年
の
世
界
貿
易
は

24
兆
２
，４
０
０
億
ド
ル
と
、過
去
20
年
間
で
最
高
額

を
更
新
し
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
に
か
け
て
増
勢

は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
長

期
化
、主
要
国
に
よ
る
貿
易
制
限
措
置
の
増
加
、米
中

関
係
を
は
じ
め
と
す
る
地
政
学
リ
ス
ク
の
影
響
な
ど
、

自
由
貿
易
体
制
に
歪
み
が
生
じ
て
い
る
中
で
、
欧
米

の
主
要
国
で
は
、
自
由
で
公
平
な
貿
易
よ
り
も
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化
に
よ
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
が

喫
緊
の
政
策
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
実
現
に
向
け
た
動
き
が
世
界
で
注
目
を
集
め
る
中
、

人
権
・
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
か
か
る
企
業
へ
の
要

請
は
着
実
に
強
ま
っ
て
お
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
通
じ
た
適
切
な
対
応
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
日
本
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し

ジ
ェ
ト
ロ
の
「
２
０
２
３
年
度 

日
本
企
業
の
海

外
事
業
展
開
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

に
よ
れ
ば
、
２
０
２
３
年
以
降
、
約
７
割
の
企
業
が
、

販
売
・
調
達
・
生
産
戦
略
の
何
ら
か
の
方
針
の
見
直

し
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
増
を
理
由

に
調
達
先
の
分
散
が
進
展
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
注

力
・
注
目
し
て
い
る
調
達
先
と
し
て
、
約
５
割
の
企

業
が
「
中
国
」
と
回
答
し
て
お
り
、
次
い
で
「
ベ
ト

ナ
ム
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
内
拠
点
へ
の
移
管
を
「
実
施

済
み
／
予
定
あ
り
」と
す
る
企
業
は
４
・７
％
で
前
年

並
み
（
前
年
４
・３
％
）
で
す
が
、大
企
業
で
は
５
・

２
％
と
前
年
か
ら
や
や
上
昇
（
前
年
３
・０
％
）し
て

い
ま
す
。
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
内
拠
点
へ
の
移
管
の

最
大
の
背
景
は
「
進
出
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ス
ト
の
増

加
（
イ
ン
フ
レ
、
人
件
費
上
昇
な
ど
）」
で
す
。
大

企
業
で
は
「
進
出
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
（
輸
出
規
制
、

労
働
力
不
足
な
ど
）
の
変
化
」
が
続
き
、
中
小
企
業

で
は
「
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
回
避
」
も
契
機
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
円
安
の
進
行
が
２
０
２
３
年
の
業
績
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、「
全
体
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
あ
る
」
と
し
た
企
業
は
43
％
、「
全
体
と
し

て
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
」
と
し
た
企
業
は
17
％
で

す
。
業
態
別
で
は
、
輸
出
企
業
の
業
績
へ
の
マ
イ
ナ

ス
影
響
が
や
や
和
ら
い
で
お
り
、
プ
ラ
ス
の
影
響
へ

の
シ
フ
ト
が
見
ら
れ
ま
す
。
望
ま
し
い
為
替
レ
ー
ト

は
１
２
０
～
１
２
４
円
と
の
回
答
が
最
多
で
す
。
前

年
調
査
と
比
較
す
る
と
、
望
ま
し
い
為
替
レ
ー
ト
は

円
安
傾
向
へ
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
長
期
化
す
る
円
安

へ
の
対
応
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
と
推
測
で
き
ま
す
。

■
人
権
・
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

欧
米
を
中
心
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
人

権
尊
重
へ
の
対
応
が
加
速
す
る
中
、
日
本
で
は
大
企

業
が
そ
の
取
り
組
み
を
牽
引
し
て
お
り
、
大
企
業
の

約
８
割
が
自
社
の
人
権
方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
実
施
し
て

豊富な実績　確かな信用力
地域の発展と、より良い生活環境づくりを目指す「総合不動産会社」

コンサルティング事業
●不動産の売買、交換、賃貸の
　斡旋、仲介、代理業務
●不動産の開発、有効利用に関する
　総合コンサルティング

不動産開発事業
●戸建住宅および分譲マンションの
　企画・開発・販売
●技術とノウハウと活かした
　理想的な宅地開発.

不動産賃貸事業
●オフィスビル、ロードサイド店舗の
　賃貸および管理
●時間貸し駐車場の設置・運営

専門スタッフが
お客様の

ご要望にお応え
いたします。

〒260-0027　千葉市中央区新田町16 - 17
TEL 043-239-7078　FAX 043-239-6207東方地所株式会社
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手みやげに一番
千葉名産

https://www.osenbei.co.jp/
本店　千葉市中央区新宿1-20-5

TEL 043-241-4638
FAX 043-244-2416
道場店・銀座店

住宅設備機器・管工機材・建築資材の総合商社
未来の住環境に夢発見。

フジセイコー株式会社
http://www.fujiseiko-net.co.jp/

〒260-0001 千葉市中央区都町1-18-13
TEL 043-231-1011  FAX 043-231-9181

お口と歯のことなら何でもご相談ください！

医療法人社団  輝

藤本歯科長洲医院
千葉市中央区長洲₂丁目20−17

☎043−225−2030
休診日　日曜日・祝日

あなたの健康をサポートする…
公益財団法人
ちば県民保健予防財団

特定健診　保健指導　一般健診
出張健診　環境測定　人間ドック
各種がん検診　各種精密検査
禁煙外来　骨粗しょう症検査

千葉市美浜区新港32-14

https://www.kenko-chiba.or.jp
☎043-246-0265

従業員に関する相談
社内規程・社会保険
建設許可・派遣許可
TEL：0 4 3 − 2 4 5 − 2 2 8 8
千葉市中央区新町19-15 リエス千葉新町501
h t tps : //o f f i ce -mor i .b i z/

MORI社会保険労務士・行政書士事務所

まちづくり事業情報中心市街地NEWS
〈問合せ先〉	千葉市中心市街地まちづくり協議会（事務局）千葉市中央区中央2-5-1
	 千葉商工会議所地域振興課内　電話043-227-4103　FAX043-227-4107

�▲発言する栗原千葉銀座商店街振興組合理事長

�▲会場は満員！盛り上がりました

千
葉
国
際
芸
術
祭
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
01

「
な
ぜ
千
葉
市
に
芸
術
祭
が
必
要
な
の
か
？
」開
催

中
心
市
街
地
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

当
協
議
会
で
は
、賑
わ
い
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
中
心
市
街
地
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援

し
て
お
り
ま
す
。令
和
６
年
度
分
の
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
４
月
28
日
㈰　
千
葉
市
中
央
公
園

「
中
央
公
園
ブ
ラ
バ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

学
校
吹
奏
楽
演
奏
。

●
４
月
29
日（
月
・
祝
）　
千
葉
市
中
央
公
園

「
野
外
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
」

音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
グ
ル
ー
プ
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
実
施
。

●
５
月
２
日
㈭
～
６
日（
月・祝
）　
千
葉
市
中
央
公
園

「
食
楽
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ 

20
」

音
楽
・
踊
り
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
。
地
元
千
葉
の
店
舗
に
よ
る
地
域
活

性
を
テ
ー
マ
と
し
た
ブ
ー
ス
出
店
。

●
５
月
26
日
㈰　
千
葉
市
中
央
公
園
・
通
町
公
園
等

「
大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ち
ば
２
０
２
４
」

大
道
芸
人
20
組
程
度
を
招
聘
し
、
中
央
公
園
や
通

町
公
園
を
含
め
た
各
会
場
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
飲
食
テ
ン
ト
等
を
設
置
。

●
８
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰　
千
葉
市
中
央
公
園

「
へ
そ
祭
り
」

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
及
び
学
校
・
市
民
団
体

様
の
子
供
達
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ス
ポ
ー

ツ
体
験
ブ
ー
ス
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
出
店
な
ど
。

●
９
月
21
日
㈯
～
23
日（
月・祝
）　
千
葉
市
中
央
公
園

「
ア
ロ
ハ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
舞
踊
・
演
奏
・
歌
唱
。

●
９
月
29
日
㈰　
千
葉
市
中
央
公
園

「Funky　

Sum
m
er　

Dance
」

未
就
学
児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
。

●
10
月
５
日
㈯　
千
葉
市
中
央
公
園

「
ち
ば
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ 

２
０
２
４
／
ち
ば
羽
衣

秋
ま
つ
り
」

よ
さ
こ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
。
地
元
千
葉
の
店
舗
に
よ
る
地
域
活
性

を
テ
ー
マ
と
し
た
ブ
ー
ス
出
店
。

●
10
月
12
日
㈯　
千
葉
市
中
央
公
園

「
Ｃ
Ｍ
Ｂ
ダ
サ
イ
ン
＆
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
４
」

秋
の
収
穫
を
祝
う
ネ
パ
ー
ル
最
大
の
祭
り
「
ダ
サ

イ
ン
祭
」
を
ネ
パ
ー
ル
人
留
学
生
が
多
数
在
籍
す

る
千
葉
モ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
が
主
催
。
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
屋
台
の
飲
食
販
売
な
ど
。

●
10
月
20
日
㈰　
千
葉
市
中
央
公
園
・
通
町
公
園
等

「
轟
け
！
ち
ば
和
太
鼓
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」

和
太
鼓
団
体
10
組
以
上
が
和
太
鼓
の
演
奏
を
実

施
、
中
央
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
開
催
。

※�

記
載
の
情
報
は
３
月
１
日
時
点
の
予
定
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
は
予
告
な
く
中
止
・
延
期
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

千
葉
市
で
は
２
０
２
５
年
度
に
千
葉
市

の
ま
ち
な
か
に
内
在
す
る
自
然
・
文
化
・

人
材
・
歴
史
な
ど
の
地
域
の
宝
を
ア
ー
ト

と
繋
げ
、千
葉
市
の
将
来
を
見
据
え
た
「
人

づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
未
来
づ
く
り
」

を
目
指
す
市
民
参
加
型
の
芸
術
祭
「
千
葉

国
際
芸
術
祭
２
０
２
５
」
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２

月
28
日
㈬
に
千
葉
市
美
術
館
さ
や
堂
ホ
ー

ル
に
て
千
葉
国
際
芸
術
祭
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
01
「
な
ぜ
千
葉
市
に
芸
術
祭
が
必
要

な
の
か
？
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
合

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
中
村
政
人
さ
ん
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
藤
浩
志
さ
ん
、
千
葉
市
美
術

館
館
長
の
山
梨
絵
美
子
さ
ん
、
神
谷
市
長

が
登
壇
者
と
し
て
参
加
さ
れ
、
中
村
さ
ん

を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
企
業

や
団
体
、
市
民
が
登
壇
者
の
ト
ー
ク
に
感

想
を
述
べ
る
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
と
し
て
参

加
し
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

協
議
会
関
係
で
は
栗
原
千
葉
銀
座
商
店
街

振
興
組
合
理
事
長
が
参
加
し
、
子
供
た
ち

が
気
軽
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
ま
ち
な
か

や
日
常
生
活
で
ア
ー
ト
を
感
じ
ら
れ
る
形

で
実
施
で
き
れ
ば
望
ま
し
い
な
ど
と
発
言

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

定
員
が
70
名
の
会
場
は
満
員
と
な
り
、

主
に
市
民
参
加
型
の
芸
術
祭
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
登
壇
者
や
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
の

間
で
多
く
の
意
見
交
換
や
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
全
体
と
し
て
も
参
加
さ
れ
て
い

る
皆
様
が
千
葉
市
で
行
わ
れ
る
芸
術
祭
に

つ
い
て
非
常
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

当所では、非常時における調査と情報提供をより迅速に行うため
メールを活用した非常時用の連絡網を構築しております。恐れ入り
ますが、メールアドレスのご登録にご協力をお願いいたします。

【問合せ】
総務課

043-227-4101

千葉商工会議所からのお知らせ

メールアドレス
　　　ご登録のお願い

右のQRコードから
登録フォームにア
クセス

登録方法
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【特集】　最低限おさえておきたい働き方改革のキホン

最低限おさえておきたい
働き方改革のキホン

《特集》

深
刻
な
人
手
不
足
が
進
み
、
労
働
市
場
で
は
売
り
手
市
場
が
加
速
す
る
な
か
、
企
業

が
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
人
材

を
採
用
し
て
、
職
場
に
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
育
児
・
介
護
と
仕
事
を
両
立
で

き
る
柔
軟
さ
や
、
時
間
・
場
所
に
制
約
さ
れ
な
い
多
様
な
働
き
方
、
国
籍
・
年
齢
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
障
が
い
の
有
無
な
ど
に
と
ら
わ
れ
な
い
風
土
、
雇
用
形
態
の
違
い
に
よ
る
格
差

是
正
な
ど
を
通
じ
て
、
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を
提
供
し
、
企
業
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
を
通
じ

て
、
企
業
が
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
、
最
低
限
抑
え
て
お
き
た
い
事
項

に
つ
い
て
改
め
て
解
説
し
ま
す
。

■
働
き
方
改
革
と
働
き
方
改
革
関
連
法

日
本
企
業
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力

不
足
や
労
働
生
産
性
の
低
さ
な
ど
に
起
因
す

る
国
際
競
争
力
の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
企
業
全
体
の
90
％
以
上
を
占
め

る
中
小
企
業
で
は
、
従
来
か
ら
労
働
力
の
確

保
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
状
況
が
続

け
ば
日
本
経
済
の
衰
退
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
は
、「
労
働
者
が
個
々
の
事
情
に

応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
」
た
め
の
働
き
方
改
革
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
高
齢
者
や

育
児
・
介
護
と
の
両
立
な
ど
を
し
な
が
ら
で

も
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
」「
労
働
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
労
働
時
間
を
適
正

に
管
理
す
る
な
ど
の
労
務
管
理
を
し
っ
か
り

と
行
う
」
こ
と
で
あ
り
、
働
き
方
改
革
を
進

め
る
た
め
に
労
働
基
準
法
な
ど
関
連
法
の
一

部
改
正
が
な
さ
れ
、
働
き
方
改
革
関
連
法
と

し
て
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
順
次
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
働
き
方
改
革
関
連
法
の
改
正
内
容
概
要

・
た
だ
し
、
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
、
特
別
条
項
つ
き
36
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ア
か
ら
ウ
全
部
に
該
当

す
る
範
囲
内
で
の
時
間
外
労
働
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

ア
年
７
２
０
時
間
以
内
で
あ
る
こ
と

イ�

休
日
労
働
を
含
め
月
１
０
０
時
間
未
満

で
あ
る
こ
と

ウ�

２
～
６
か
月
に
お
け
る
時
間
外
労
働
と

休
日
労
働
の
合
計
の
平
均
が
す
べ
て
１

月
あ
た
り
80
時
間
未
満
で
あ
る
こ
と

特
別
条
項
付
き
36
協
定
を
運
用
し
て
い

る
場
合
で
も
、
時
間
外
労
働
が
月
45
時
間

（
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
し

て
い
る
場
合
は
月
42
時
間
）
を
超
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
年
間
６
か
月
ま
で
で
す
。

・
建
設
業
、
運
送
業
に
つ
い
て
は
、
上
限
規

制
の
適
用
は
２
０
２
４
年
３
月
31
日
ま
で

５
年
間
猶
予
さ
れ
ま
す
が
、
４
月
１
日
以

後
は
次
の
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

建
設
業
：
災
害
の
復
旧
・
復
興
の
事
業
を

除
き
、
ほ
か
の
業
種
と
同
様
に
上
限
規
制

が
す
べ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

運
送
業
：
運
送
業
の
自
動
車
運
転
業
務
に

　

�

つ
い
て
は
、
特
別
条
項
付
き
36
協
定
を
締

結
し
た
場
合
、
時
間
外
労
働
の
上
限
が
年

９
６
０
時
間
に
な
り
ま
す
。

⑵�

年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
義
務
化

（
２
０
１
９
年
４
月
１
日
施
行
）

・
す
べ
て
の
企
業
で
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、

年
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ

れ
る
労
働
者
に
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
う

ち
年
５
日
に
つ
い
て
使
用
者
が
時
季
を
指

定
し
て
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

・
た
だ
し
、
労
働
者
自
ら
が
年
次
有
給
休
暇

を
請
求
し
た
場
合
や
、
労
使
協
定
で
定
め

た
計
画
年
休
に
よ
っ
て
年
次
有
給
休
暇
を

取
得
し
た
場
合
の
日
数
は
、
付
与
義
務
で

あ
る
５
日
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。

・
労
働
者
の
有
休
管
理
を
行
う
た
め
に
、
有

休
の
基
準
日
、
基
準
日
か
ら
１
年
間
に
取

得
し
た
有
休
の
日
数
と
そ
の
取
得
日
な
ど

ア�

均
等
待
遇
…
職
務
内
容
、
職
務
内
容
・

配
置
の
変
更
範
囲
が
同
じ
場
合
は
、
差

別
的
取
り
扱
い
は
禁
止
す
る

イ�

均
衡
待
遇
…
職
務
内
容
、
職
務
内
容
・

配
置
の
変
更
範
囲
が
異
な
る
場
合
で
も
、

不
合
理
な
待
遇
差
は
禁
止
す
る

・
使
用
者
は
非
正
規
雇
用
労
働
者
か
ら
、
正

規
雇
用
労
働
者
と
の
待
遇
差
の
内
容
、
理

由
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
ら
れ
た

と
き
は
、
こ
れ
に
応
じ
る
必
要
が
あ
り
、

上
記
の
求
め
に
対
し
て
不
利
益
取
り
扱
い

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

・
公
正
な
待
遇
の
確
保
の
た
め
に
、
有
期
雇

用
労
働
者
に
つ
い
て
も
（
短
時
間
労
働

者
・
派
遣
労
働
者
は
す
で
に
規
定
あ
り
）

行
政
か
ら
事
業
主
に
対
す
る
報
告
徴
収
、

指
導
、
助
言
、
勧
告
な
ど
が
で
き
る
と
し
、

勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
は
企
業
名
等

の
公
表
を
可
能
と
す
る
規
定
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
裁
判
に
よ
ら
な
い
で
紛
争
を
解

決
す
る
手
続
き
（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

⑷�

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入
促
進

（
２
０
１
９
年
４
月
１
日
施
行
）

事
業
主
の
努
力
義
務
と
し
て
「
前
日
の
終
業

時
間
と
翌
日
の
始
業
時
間
の
間
に
一
定
の
休

息
時
間
を
確
保
す
る
勤
務
時
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
を
設
け
る
こ
と
」
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

⑸�

労
働
時
間
状
況
の
客
観
的
な
把
握

（
２
０
１
９
年
４
月
１
日
施
行
）

・
労
働
者
の
労
働
安
全
衛
生
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
裁
量
労
働
制
が
適
用
さ
れ
て
い

る
管
理
職
を
含
め
た
全
労
働
者
に
対
し
て
、

労
働
時
間
の
状
況
把
握
を
行
う
こ
と
か
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

・
労
働
時
間
の
把
握
方
法
は
、
タ
イ
ム
カ
ー

ド
、
Ｐ
Ｃ
の
使
用
時
間
な
ど
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
客
観
的
、
適
切
な
方
法
で
行

う
こ
と
と
し
、
な
お
か
つ
記
録
と
し
て
３

年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑹
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
拡
充

　
（
２
０
１
９
年
４
月
１
日
施
行
）

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
「
清
算
期
間
」

の
上
限
を
１
か
月
か
ら
３
か
月
に
延
長
し
ま

し
た
。（
た
だ
し
１
カ
月
を
超
え
る
清
算
期
間

を
設
定
し
た
場
合
、
労
使
協
定
の
締
結
や
労

働
基
準
監
督
署
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
）

【
働
き
方
改
革
関
連
法
の
改
正
内
容
】

⑴ 

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

⑵ 

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
義
務
化

⑶ �

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇

の
確
保

⑷ 

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入
促
進

⑸ 

労
働
時
間
状
況
の
客
観
的
な
把
握

⑹ 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
拡
充

⑺ 

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導
入

⑻ �

月
60
時
間
を
超
え
る
残
業
に
対
す
る
割

増
賃
金
の
引
上
げ

⑼ 

産
業
医
の
権
限
強
化

図表１：働き方改革関連法の改正内容

⑴
か
ら
⑼
ま
で
の
う
ち
、
主
な
改
正
項
目

は
次
に
な
り
ま
す
。

⑴�

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
例
外
業
種
あ

り
）（
大
企
業
２
０
１
９
年
４
月
１
日
・
中

小
企
業
２
０
２
０
年
４
月
１
日
施
行
）

・
36
協
定
を
締
結
す
る
際
の
時
間
外
労
働
の

上
限
は
、
原
則
で
月
45
時
間
、
年
３
６
０

時
間
。

図表２：時間外労働の上限規制（出展：厚生労働省愛知労働局）

ポ
イ
ン
ト
１　
イ
メ
ー
ジ

ポ
イ
ン
ト
２　
イ
メ
ー
ジ

図表３：年次有給休暇の取得義務化（出展：厚生労働省愛知労働局）

ポ
イ
ン
ト
３　
イ
メ
ー
ジ

図表４：雇用形態に関わらない公正な待遇の確保（出展：厚生労働省愛知労働局）

を
記
載
し
た
有
休
管
理
簿
を
個
々
の
労
働

者
ご
と
に
作
成
し
、
当
該
期
間
の
終
了
後

３
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶�

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公
平
な
待
遇
の

確
保
（
大
企
業
２
０
２
０
年
４
月
１
日
・

中
小
企
業
２
０
２
１
年
４
月
１
日
施
行
・

た
だ
し
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
は
中
小
企

業
で
も
２
０
２
０
年
４
月
１
日
施
行
）

・
同
一
企
業
内
で
の
正
規
雇
用
労
働
者
（
正

社
員
）
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
・
有
期
雇
用
労
働
者
・
派

遣
労
働
者
な
ど
）
と
の
間
で
の
不
合
理
な

待
遇
差
を
設
け
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

・
待
遇
差
が
合
理
的
か
不
合
理
か
は
、
次
の

基
準
で
判
断
し
ま
す
。

きむらオフィス　代表

木村 政美 氏
【プロフィール】
２００４年社労士・行政書士・ＦＰ事務所として
開業。２０２０年より千葉働き方改革推進支援
センター専門家。
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⑺
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導
入

　
（
２
０
１
９
年
４
月
１
日
施
行
）

高
度
の
専
門
的
知
識
な
ど
を
有
し
、
職
務

の
範
囲
や
年
収
要
件
（
１
年
あ
た
り
の
賃
金

額
が
１
０
７
５
万
円
以
上
）
な
ど
全
部
の
基

準
を
満
た
し
た
場
合
、
労
働
基
準
法
で
定
め

る
労
働
時
間
・
休
憩
・
休
日
及
び
深
夜
の
割

増
賃
金
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
適
用
除
外

と
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

⑻�

月
60
時
間
を
超
え
る
残
業
に
対
す
る
割
増

賃
金
の
引
上
げ

　

�（
大
企
業
は
す
で
に
施
行
済
み
・
中
小
企

業
は
２
０
２
３
年
４
月
１
日
施
行
）

長
時
間
労
働
を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
、
月

60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金

率
を
25
％
か
ら
50
％
以
上
に
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

⑼�

産
業
医
の
権
限
強
化

　
（
２
０
１
９
年
４
月
１
日
施
行
）

事
業
者
の
産
業
医
（
常
時
労
働
者
数
50
名

以
上
の
事
業
所
は
選
任
義
務
あ
り
）
に
対
す

る
権
限
付
与
や
情
報
提
供
、
産
業
医
か
ら
受

け
た
勧
告
内
容
等
の
記
録
・
保
存
に
関
す
る

義
務
の
内
容
が
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
が
働
き
方
改
革
を
行
う
目
的
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
事
業
活
動
を
存
続
す
る
た
め

に
は
「
い
か
に
優
秀
な
人
材
を
獲
得
す
る

か
」
と
、「
既
存
の
労
働
力
で
い
か
に
業
務

を
効
率
化
し
生
産
性
を
上
げ
る
か
」
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず

社
内
の
現
状
を
把
握
し
、
問
題
点
の
解
決
に

向
け
て
労
働
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
今
回
は

「
残
業
や
休
日
労
働
を
し
な
い
、も
し
く
は
減

ら
す
こ
と
」「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
を

上
げ
る
こ
と
」「
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正

規
雇
用
労
働
者
と
の
待
遇
差
を
改
善
す
る
こ

と
」
の
３
点
に
絞
っ
て
取
り
上
げ
ま
す
。

⑴
労
働
時
間
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と

・
労
働
者
の
出
退
勤
時
刻
を
手
書
き
の
出
勤

簿
で
記
録
し
て
い
る
場
合
は
、
タ
イ
ム
カ

ー
ド
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
打
刻
、
Ｐ
Ｃ

ロ
グ
に
よ
る
管
理
な
ど
労
働
時
間
を
客
観

的
に
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
ょ
う
。

・
固
定
残
業
代
制
度
、
変
形
労
働
時
間
制
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
み
な
し
労
働
時

間
制
度
を
導
入
し
て
い
る
場
合
は
制
度
の
内

容
に
則
っ
て
運
用
し
て
い
る
か
否
か
を
確
認

し
ま
す
。
誤
っ
た
方
法
で
運
用
し
て
い
た

場
合
、
正
確
な
労
働
時
間
の
把
握
が
で
き

な
い
ば
か
り
か
、
残
業
時
間
が
増
え
る
こ

と
で
未
払
い
残
業
代
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
早
急
に
改
善
が
必
要
で
す
。

⑵
長
時
間
労
働
の
是
正
に
努
め
る
こ
と

・
労
働
者
が
残
業
や
休
日
出
勤
を
す
る
場
合

は
原
則
事
前
申
告
制
と
し
、
上
司
の
許
可

を
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
就
業
規
則
な

ど
に
明
記
し
、
労
働
者
に
周
知
し
ま
す
。

・
上
司
は
自
ら
が
管
理
す
る
部
署
全
体
の
業

務
内
容
や
業
務
量
な
ど
を
把
握
し
、
部
下

に
対
す
る
業
務
の
割
り
振
り
が
適
切
で
あ

る
か
確
認
し
ま
す
。
全
体
も
し
く
は
一
部

の
部
下
が
通
年
過
重
労
働
に
な
っ
て
い
る

場
合
は
作
業
手
順
の
変
更
や
業
務
の
一
部

を
Ｉ
Ｔ
化
す
る
な
ど
の
改
善
策
を
検
討
し

ま
す
。

⑶�

年
次
有
給
休
暇
管
理
を
行
い
、
取
得
を
促

進
す
る
こ
と

・
給
料
明
細
書
に
年
次
有
給
休
暇
の
残
日
数

を
明
記
す
る
、
上
司
が
部
下
に
対
し
て
年

次
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
よ
う
積
極
的
に

声
が
け
を
行
う
な
ど
し
て
年
次
有
給
休
暇

を
取
得
し
や
す
い
よ
う
な
環
境
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
労
働
者
に
対
し
て

法
定
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
し
て

い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
会
社
全
体
や
職
場
の
有
休
取
得
率
が
低
い

場
合
、
計
画
年
休
の
導
入
を
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

⑷�

正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
待
遇
差
を
改
善
す
る
こ
と

・
同
一
企
業
内
に
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正

規
雇
用
労
働
者
が
い
る
場
合
、
通
勤
手
当

な
ど
の
諸
手
当
、
賞
与
・
退
職
金
の
支
給

有
無
や
支
給
額
、
福
利
厚
生
面
（
特
別
休

暇
な
ど
）
の
処
遇
面
を
比
較
し
ま
す
。

・
上
記
に
加
え
て
、
同
一
企
業
内
の
同
一
部

署
に
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労

働
者
が
い
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
内

容
や
責
任
度
合
な
ど
と
、
賃
金
の
計
算
方

法
、
役
職
手
当
、
技
能
・
資
格
手
当
の
支

給
有
無
な
ど
の
処
遇
面
を
比
較
し
ま
す
。

・
比
較
し
た
結
果
双
方
に
待
遇
差
が
あ
る
場

合
は
、
客
観
的
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
業
務
内
容
や
処
遇
面
で
の

改
善
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

経
営
層
と
労
働
者
の
双
方
が
、
働
き
方
改

革
の
必
要
性
や
重
要
性
を
理
解
し
、
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に

働
き
方
改
革
関
連
法
に
違
反
し
た
場
合
罰
則

が
設
け
ら
れ
て
い
る
項
目
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

違反内容 罰　　則
36協定の締結、届出がなく時間外労働をさせた又は
36協定で定めた時間を超え時間外労働をさせた場合

６カ月以下の懲役または30万円以下
の罰金

・年５日の年次有給休暇を取得させない場合
・�労働者の請求する時季に所定の年次有給休暇を与
えなかった場合（ただし時季変更権を行使した場
合は除く）

・就業規則の定めがないのに時季指定を行った場合

・�対象労働者1名につき30万円の罰金
・�６カ月以下の懲役または30万円以
下の罰金（対象労働者1名につき１
罪）
・30万円以下の罰金

フレックスタイムで1カ月を超える清算期間を設定
し、労使協定の締結や労働基準監督署への届出をし
なかった場合

30万円以下の罰金

常時労働者数50名以上の事業所において、産業医を
設置しない、産業医の面接指導をしなかった場合 50万円以下の罰金

図表５：働き方改革関連法に違反した場合の罰則

【特集】　最低限おさえておきたい働き方改革のキホン
千葉商工会議所
青年部通信

～交流と研鑽を楽しみ、仲間と共に魅力あるYEGを創ろう !～

楽しんだもん勝ち!!
【編集】
千葉商工会議所　青年部

対外交流委員会
URL:	 https://chiba-yeg.jp
Email:	 yeg@chiba-cci.or.jp 事業内容・入会申込は

コチラから

千
葉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
史
上
初
、
八
街
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

2
月
23
日
㈮
、
小
雨
が
ち
ら
つ
く
中
で

し
た
が
2
月
定
例
会 

令
和
5
年
度
「
千
葉

Y
E
G
×
八
街
Y
E
G　

合
同
懇
親
定
例
会

を
八
街
で
や
っ
ち
ま
お
う
！
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

八
街
Y
E
G
会
員
の
米
田
フ
ァ
ー
ム
様
に

会
場
提
供
を
頂
き
、
干
し
芋
づ
く
り
体
験
や

ピ
ザ
づ
く
り
体
験
、
そ
し
て
合
同
で
B
B
Q

懇
親
会
も
行
い
、
野
外
で
の
定
例
会
で
し
た

が
延
べ
42
名
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

干
し
芋
づ
く
り
体
験
で
は
、
蒸
か
し
た
大

き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
を
む
き
、
専
用
の
ス

ラ
イ
サ
ー
で
薄
く
切
り
分
け
乾
燥
さ
せ
る
一

連
の
作
業
を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
か
ら
は
糖
度
の
高
さ
が
分

か
る
ほ
ど
蜜
が
滴
っ
て
い
て
、
乾
燥
さ
せ
る

前
の
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
食

べ
た
参
加
者
か
ら
は
「
あ
ま
～
い
！
」
と
か

「
こ
ん
な
に
美
味
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
は
初
め

て
！
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
ピ
ザ
づ
く
り
体
験
で
は
、
ピ
ザ
生

地
を
伸
ば
す
と
こ
ろ
か
ら
、
食
材
を
の
せ
る

所
ま
で
を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
ピ
ザ
生
地
を
伸
ば
す
作
業
が
実
は
難

し
く
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
広
が
っ
て
い

か
な
い
生
地
に
み
ん
な
悪
戦
苦
闘
。
丸
く
伸

ば
せ
た
生
地
、
細
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
生

地
、
真
ん
中
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
生
地

な
ど
個
性
豊
か
な
ピ
ザ
づ
く
り
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
っ
た
ピ
ザ
は
大
き
な
ピ
ザ
窯
で
焼
い
て

も
ら
い
、
B
B
Q
と
一
緒
に
提
供
し
て
頂
き
、

焼
き
あ
が
っ
た
ピ
ザ
を
み
ん
な
で
食
べ
る
素

敵
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
B
B
Q
で
は
更
に
お
互
い
の
単
会

活
動
の
情
報
交
換
や
自
事
業
の
話
、
ま
た
参

加
さ
れ
た
家
族
間
で
は
学
校
や
子
ど
も
の
話

な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
施
設
内
に
あ
る
古
民
家
納

屋
の
中
に
設
け
ら
れ
た
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で
盛

り
上
が
り
、
お
互
い
に
友
達
が
出
来
た
よ
う

で
、
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

Y
E
G
会
員

同
士
の
話
し
で

は
、「
話
し
て

み
る
と
共
通
の

知
り
合
い
が
い

て
実
は
繋
が
っ

て
い
た
」
と
か

「
行
き
つ
け
の

お
店
が
一
緒
で
、

も
し
か
し
た
ら

会
っ
て
い
た
か

も
ね
」
な
ん
て
声
も
上
が
っ
て
い
て
、
今
後

は
知
り
合
い
と
し
て
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い

く
と
思
い
、
対
外
交
流
行
事
と
し
て
の
趣
意

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
寒
空
の
も
と
で
し

た
が
定
例
会
の
中
締
め
後
も
多
く
の
会
員
が

残
り
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
交
流
を
し
て
い

る
会
員
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
八
街
Y
E
G
の

荒
木
会
長
の
言
葉
で
、「
八
街
Y
E
G
は
今

ま
で
他
の
単
会
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
を
機
に
ま
た
千

葉
Y
E
G
さ
ん
と
交
流
し
て
行
き
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
千
葉

Y
E
G
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
他
単

会
と
の
交
流
を
図
り
、
お
互
い
の
文
化
や
事

業
活
動
を
知
り
、
関
係
構
築
を
図
る
非
常
に

良
い
定
例
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

対
外
交
流
委
員
会　

委
員
長　

若　

菜　

義　

大

▲干し芋づくり体験の様子

▲交流会の様子

▲ピザづくり体験の様子

新入会員の紹介

村上　皐綺
（むらかみ　こうき）
㈱俺STUDiO
☎043-306-7622
生バンドカラオケBAR

川上　俊紀
（かわかみ　としのり）
川上興業㈱
☎043-309-6111

総合解体業、保険代理店、飲食店
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いきる伝統  つなぐ暖簾

伝統ある老舗の企業をご紹介
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31 30

時
代
に
流
さ
れ
ず
昔
な
が
ら
の
茶
葉
で

時
代
に
流
さ
れ
ず
昔
な
が
ら
の
茶
葉
で

日
本
の
文
化
・
伝
統
の
味
を
継
承

日
本
の
文
化
・
伝
統
の
味
を
継
承

千
葉
市
中
央
区
に
創
業
し
て
95
年
。
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
生
活
様
式
が
変
わ
り
、
急
須
で
お
茶
を
淹
れ
る
習
慣
が

減
り
つ
つ
あ
る
今
、
そ
れ
で
も
昔
な
が
ら
の
茶
葉
を
求
め
る
人
々
に
、
変
わ
ら
ず
美
味
し
い
お
茶
を
提
供
し
続
け
る
有
限

会
社
関
口
園
。
一
方
で
、
若
い
世
代
へ
の
日
本
茶
の
普
及
に
も
力
を
注
ぐ
関
口
宗
之
代
表
取
締
役
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

日本茶の老舗

有限会社 関口園
〜昔気質の変わらぬ味を守る〜

代表取締役　関口  宗之
〒260-0013　千葉市中央区中央4-7-15

電話／043-224-4006

▲左から関口社長、先代、スタッフ、奥さま。皆がお茶の専門家 ▲1941年頃の店舗

▲急須にお茶を注ぐ画が目印

▲茶葉で淹れる昔ながらのお茶
▲若い人にも好評な
　リーフティーカップは140円

▲木製の茶箱がずらりと並ぶ

▲時代を感じさせるお品書き

有限会社  関 口 園
会社DATA

戦
後
の
好
景
気
で
増
え
た
茶
店

茶
葉
の
味
で
店
を
選
ぶ
時
代

祖
父
で
あ
る
関
口
歓
三
郎
は
、
関
東
大
震
災

後
に
東
京
都
大
田
区
の
大
森
で
日
本
茶
店
を
創

業
し
、
１
９
２
９
年
に
千
葉
市
吾
妻
町
（
現
中

央
区
中
央
）
へ
と
移
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
祖

父
は
川
越
市
の
出
身
で
し
た
が
、
仕
事
の
縁
が

あ
っ
て
千
葉
に
店
を
構
え
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
2
代
目
の
父
は
千
葉
生
ま
れ
の
千

葉
育
ち
。
3
代
目
の
私
も
千
葉
で
育
ち
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
時
に
は
こ
の
周
辺
も
空
襲
で
焼

野
原
と
な
り
、
当
店
も
全
焼
。
戻
っ
て
き
た
と

き
に
は
別
の
店
が
占
拠
し
て
お
り
、
調
停
な
ど

を
経
て
間
口
が
半
分
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
１
９
５
０
年
に
復
興
開
店
し
て
今
の
形
に

な
り
ま
し
た
。

日
本
茶
は
ど
こ
で
買
っ
て
も
大
差
は
な
い
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店

で
独
自
に
ブ
レ
ン
ド
し
て
販
売
し
て
い
る
の
で
、

茶
店
ご
と
に
味
に
違
い
が
あ
る
ん
で
す
。
戦
後

茶
店
が
増
え
、お
客
さ
ま
は
、「
私
は
こ
の
店
の

味
が
好
き
」
と
い
う
よ
う
に
、
茶
葉
の
好
み
で

店
を
選
ん
で
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

深
い
香
り
と
渋
味
が
残
る

昔
気
質
な
味
を
継
承

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
の
4
年
間
は
、

事
務
機
器
の
営
業
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
父

か
ら
「
後
を
継
ぐ
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

に
対
し
、
反
発
し
て
み
た
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
。
お
茶
と
全
く
関
係
が
な
い
仕
事
に
挑
戦
し

て
み
た
い
と
思
い
就
職
し
た
の
で
す
が
、
幼
少

期
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
お
茶
は
嫌
い
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
結
婚
を
機
に
26
歳
の
と
き
に
店
を

継
ぐ
決
心
を
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
主
流
と
な
り
、
急
須
で
お
茶
を
淹
れ

る
習
慣
が
減
り
、
茶
葉
の
需
要
も
減
少
し
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、昔
は
葬
儀
が
あ
る
と
、茶
葉

が
返
礼
品
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の

頃
は
よ
く
駆
り
出
さ
れ
、
明
日
ま
で
に
2
0
0

個
包
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
家
族
総
出
で
作

業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
返
礼
品

は
カ
タ
ロ
グ
で
選
ぶ
時
代
。
茶
店
が
直
接
対
応

す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
が
大
き
な
打
撃
で

し
た
。
現
在
は
、
市
内
に
数
店
舗
が
残
る
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
今
の
日
本
茶
の
主
流
は
、
渋
み
を
抑
え
た

比
較
的
新
し
い
製
法
の
深
蒸
し
茶
。
蒸
し
時
間

を
倍
近
く
取
っ
て
い
る
た
め
葉
の
形
が
崩
れ
て

粉
が
多
く
な
り
ま
す
。
当
店
で
扱
っ
て
い
る
茶

葉
は
、
摘
ん
だ
茶
の
実
力
を
最
大
限
に
生
か
す

た
め
、
蒸
し
時
間
を
短
め
に
し
た
伝
統
的
な
製

法
で
、
茶
本
来
の
濃
い
香
り
、
う
ま
味
、
渋
味

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
昔
気
質
な
味
は
、

む
し
ろ
今
は
手
に
入
り
づ
ら
く
、
昔
な
が
ら
の

味
が
欲
し
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

時
代
に
流
さ
れ
ず
変
わ
ら
な
い
茶
葉
を
提
供
し

続
け
て
い
ま
す
。

茶
葉
は
静
岡
県
を
メ
イ
ン
に
、
鹿
児
島
県
、

宇
治
市
産
の
新
茶
葉
を
問
屋
か
ら
仕
入
れ
、
何

種
類
も
試
飲
し
て
選
定
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ

ン
ド
に
し
ま
す
。
ブ
レ
ン
ド
の
仕
方
は
当
店
の

伝
統
を
そ
の
ま
ま
に
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
気
軽
に

お
茶
を
味
わ
え
る
よ
う
模
索

茶
葉
で
淹
れ
る
お
茶
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、

若
い
世
代
に
も
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、

試
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
お
し
ゃ
れ
で
使
い
や
す
い
フ
ィ

ル
タ
ー
イ
ン
ボ
ト
ル
。
好
み
の
茶
葉
を
入
れ
て

水
だ
し
の
お
茶
を
作
れ
る
ボ
ト
ル
で
、
美
味
し

い
冷
茶
が
気
軽
に
飲
め
る
の
で
夏
場
に
は
好
評

で
す
。

ま
た
、
リ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
と
い
う
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
用
の
お
茶
も
画
期
的
で
す
。
紙
コ
ッ

プ
の
底
に
茶
葉
が
入
っ
て
い
て
、
そ
の
上
に
フ

ィ
ル
タ
ー
が
つ
い
て
お
り
、
お
湯
を
注
げ
ば
コ

ー
ヒ
ー
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
同
じ
よ
う
な
感
覚

で
淹
れ
た
て
の
お
茶
を
味
わ
え
ま
す
。
会
社
や

自
宅
に
持
ち
帰
り
、
再
び
お
湯
を
注
げ
ば
２
～

３
杯
は
飲
め
る
と
、
近
く
の
オ
フ
ィ
ス
に
勤
め

て
い
る
方
々
に
好
評
で
、
よ
く
買
い
に
来
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

茶
器
を
担
当
す
る
妻
が
仕
入
れ
た
、
軽
く
て

割
れ
な
い
急
須
も
時
代
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

本
当
は
お
茶
を
美
味
し
く
淹
れ
る
に
は
ベ
ス
ト

で
は
な
い
の
で
す
が
、お
客
さ
ま
か
ら
、「
高
齢

の
親
が
割
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
割

れ
に
く
い
急
須
な
い
で
す
か
？
」
と
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

急
須
で
お
茶
を
淹
れ
る
文
化
を

絶
や
さ
な
い
た
め
の
活
動

お
茶
を
淹
れ
る
時
間
も
お
金
を
か
け
る
人
も

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
丁
寧
に
淹
れ
た
お
茶

は
香
り
も
よ
く
、
癒
し
効
果
も
あ
り
、
抗
酸
化

作
用
の
あ
る
カ
テ
キ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
な
ど

健
康
面
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
伝

統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
急
須
を
知
ら
な

い
世
代
に
日
本
茶
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
茶

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
資
格
を
妻
と
取
得

し
ま
し
た
。
日
本
茶
の
良
さ
を
広
め
て
い
く
こ

と
が
趣
旨
で
、
正
し
い
淹
れ
方
も
習
得
。
以
前

は
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
千
葉
県
支
部

で
、
子
ど
も
た
ち
に
お
茶
の
淹
れ
方
を
レ
ク
チ

ャ
ー
し
た
り
、
成
田
空
港
で
は
来
日
し
た
外
国

人
に
お
茶
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
た
徐
々
に
復
活
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主

催
で
開
催
さ
れ
る
、「
ま
ち
ゼ
ミ
」
に
も
講
師
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
お
茶
の
飲
み
比
べ
や

美
味
し
く
淹
れ
る
コ
ツ
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
若
い

世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
の
方

が
受
講
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
は
私
は
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
ベ
ー
シ

ス
ト
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
学
時
代

か
ら
続
け
て
お
り
、
C
D
も
発
売
。
今
ま
で
は
、

切
り
離
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
世
の
中

的
に
は
二
刀
流
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
今
後
は
、
ジ
ャ
ズ
と
お
茶
の
コ
ラ

ボ
で
何
か
で
き
な
い
か
と
思
案
中
で
す
。
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▲ 新 年 会 開 催 前 に 参 加 者 お 揃 い で 記 念 写 真

当
女
性
会
は
、
２
０
２
４
年
２
月
９
日
に
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
、

当
所
佐
久
間
会
頭
、
神
谷
市
長
を
は
じ
め
ご
来
賓
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
総

勢
49
名
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
久
し
振
り
に
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
無
し
で
の

新
年
会
を
盛
大
に
開
催
し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

2月9日（金）

新
春
に
集
う

新
春
に
集
う  

女
性
会
新
年
会

女
性
会
新
年
会

ご
来
賓

ご
来
賓
をを
迎
え
華
や
か

迎
え
華
や
か
にに
開
催
開
催
‼‼

新
年
会
の
開
催
前
に
、
千
葉
銀
行
様

の
バ
ラ
園
の
バ
ラ
を
頂
戴
さ
せ
て
頂
き

黒
川
千
代
会
員
が
押
し
花
に
し
、
当
女

性
会
よ
り
佐
久
間

利
会
頭
へ
贈
呈
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

髙
梨
会
長
の
挨
拶
の
後
、
親
会
の
佐

久
間

利
会
頭
、
神
谷
俊
一
市
長
か
ら

心
温
ま
る
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

皆
様
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

心
を
痛
め
つ
つ
、
私
た
ち
に
出
来
る
支

援
を
実
施
し
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
り
、

早
期
復
興
を
願
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
年
部
副
会
長
（
次
年
度

▲神谷俊一市長のご挨拶

▲粟生副会頭による中締め

▲ 錦 織 泉 様 に よ る フ ル ー ト 演 奏 ▲押し花（千葉銀行バラ園）の贈呈式

▲佐久間 利会頭のご挨拶

▲�佐野青年部副会長に
よる乾杯

会
長
）
佐
野
卓
郎
様
に
よ
る
乾
杯
の
ご

発
声
を
頂
き
、フ
ル
ー
ト
演
奏
「
春
、さ

く
ら
さ
く
ら
」
を
拝
聴
し
、
懇
親
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ト
の
音
色
は
大
変
美
し
く
、

そ
の
後
の
歓
談
中
に
も
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て

演
奏
頂
き
、
会
場
を
飾
る
つ
る
し
雛
と

も
相
ま
っ
て
、
大
変
華
や
か
な
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
が
温
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
、
当
女
性
会
の
今
年
度
新
入
会
員
の

長
谷
部
智
晴
（
ち
は
る
）
会
員
を
ご
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

中
締
め
は
、
粟
生
副
会
頭
に
為
さ
っ

て
頂
き
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
を
は
じ
め
皆
様
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
、
ホ
テ
ル
自
慢
の
美
味

な
る
お
食
事
や
音
楽
、
ご
歓
談
を
楽
し

ん
で
居
ら
っ
し
ゃ
り
、
大
盛
況
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。


